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水を運ぶH'Mong族の少女と小型在来馬（ベトナム） （撮影：畜産草地研究所 古川 力）
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r研究所だより（本文17頁～18頁lA
 

新研究庁舎の全景

ヽ

フリーストール牛舎に設置された

自動計量器付飼槽と自動給餌装謹

搾乳ロボット（自動搾乳装置）

低コスト・個別型パイオガス・プラント
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グルーフの堆肥で町づくり
（高知県）

..,ぶ‘‘

生ゴミ分解促進剤「かえるんど」と
花に囲まれたヤングスマイルクラブのメンバー

●生ゴミ処理容器を利用して
① かえるんど を底に5~10cmの

②：雪喜：芦只°きり①の上に 一しこ:二“忠んど
贔三冒贔贔:0~3割の かえる ~；え●んど
論乞認？認悶塁□ば、。え~窯んど
竺□嘉芦竺ぷ。 五芦i誓i:~

⑤生コミ処理器が満杯になった後、 lヶ月もすると良質の堆
肥ができあがります。 （生ゴミ処理器はとなりに移動して
①～④をくり返します。）

「かえるんど」を使った生ゴミ堆肥の作り方

第 1回生ゴミ堆肥コンテストの花作りの部の会場

「かえるんど」の利用を説明するクラブ員

生ゴミ堆肥での野菜づくり

第 1回生ゴミ堆肥コンテストの堆肥の部の会場
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「知」の時代を動かす
畜産技術と畜産業

佐藤英明
（さとう えいめい）

東北大学大学院農学研究科教授

日本繁殖生物学会理事長

畜産というと牧歌的な産業と捉えられる しかし、畜産は多くの技術によ って動かされ、さ

らに生殖細胞の採作や体細胞クローン技術など新しい技術をつぎつぎに生み出し、今や、最先

端科学を担う 一つの丹体に成長したと私は考えている また、生み出された技術は、食柑とし

ての家畜の生産のみならず、医薬品やヒトヘ移植可能な臓器の生産、ヒトのイ＜妊治療、希少動

物の増殖あるいは生命科学の基礎研究にも影抑を与えている以 畜産は科学のフロンティアを

担っている。フロンティアの II［能性を最大限に追求することが、わが国を発展させる原動力に

なる。

一方、長い歴史にわたって、飢餓や栄蓑イサ足に苦しむ多くの人々を救い、健康で）J強いヒト

を生み出し、進化させてきた畜産物の役割は、未米永劫、変わることはないだろう 。人畜共通

感染症、環境汚染など畜産には逆風もあるが、困難な状況に耐え、反省すべき点は反省し、地

逍に技術開発を行うことが、人々に支持される強固な畜産業を生み出すことになる

さらに、畜産は技術のみではなく、文化や人々の心にも影評を与える産業である ヒトは生

きるために食事をする。 しかし、人々にとって食北はただ食べ、エネルギーを摂取するだけの

ものではない。また、みた l」の美しさ、おいしさを追求するにとどまらない。食材は、食材を

生み出す地域の自然と文化を消費者に伝える役割をも っている。各地で銘柄家畜をつくる動き

が広がっているが、この動きは目的を明確にすることによって着実に成呆を収めるだろう 。地

域の自然と文化を家畜を通して細やかに発信することが、新しい文化の創造につながる。

また、畜産は、家畜の生命を殺めることを前提とする産業である。殺牛を忌み姫い、肉など

食しない人々もいる。このような人々の心と対峙する努）Jは、畜産をより洗練された産業に成

長させるとともに、殺生に対する日本人の独特な心をより深化させることにつながるだろう 。

21世紀は「知」の時代といわれる。畜産技術と畜産業の現状を踏まえ、今同述べた技術開発

への挑戦、文化の創造、日本人の心との対峙を強く意識することにより、畜産技術と畜産業は

「知」の時代を動かすフロントランナーになりうると私は考えている。

参考文献

1.佐藤英明：アニマルテクノロジー．東成大学出版会 (2003)
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松井宏樹
（まつい ひろき）

三重大学

生物資源学部

ルーメン真菌の
----

機能と役割

l.はじめに

ルーメン貞菌（以下：真菌）は細菌・古細

菌・プロトゾアと共に、ルーメン微生物生態

系を構成する微生物の 1グループである。こ

の真菌は、現在知られている唯一の絶対嫌気

性真菌で、草食動物の消化管に生息し、家畜

および野生の反綿動物やロバ、ウマ、カンガ

ルー、ゾウ、ラクダ、サイなど反蜀動物以外

の草食動物からも単離されている（表 1)。

このように様々な草食動物に分布しているこ

とから、真菌が草食動物や草食性と密接な関

係にあることは容易に想像できる。反蜀動物

は植物細胞壁分解能を持った微生物をル→

ン内に住まわせることで草食性を獲得してい

るが、頁菌も細胞壁分解能を有する微生物て

ある。ルーメン内の粗飼料片を顕微鏡で観慈

すると、断面に兵苗の遊走子嚢が多数付着し

ている様子を見ることができる。これらのこ

とから、真菌とルーメンの主要な機能である

細胞壁の分解との関連について注日を集り

数多くの研究がなされている。また、非叡

活性の裔いセルラーゼを生産するこどから

細胞壁関連酵素の研究も数多くなされている

本稿ではルーメン内における真菌の機能と役

割について概説する。

表 1 ルーメン真菌の分離源

反御動物
ウン科

ヒッジ (Ovisaries) 

ヨーロッパ牛 (Bostaurus) 

インド牛 (Bosmd,cus) 

ヤギ (Caprah,rcus) 

パーパリーシ＿プ (Ammatraguslervia) 

ガウル (Bosgaurus) 
‘̀ ンャコウウシ (Ovibosmoschaturs) 

ムフロン・ケンヨウ (Oviv,s ammon mus,mon: 

アジアスイギュウ (Buba/usarnee) 

アラヒアオリックス (Oryxleucoryx) 

プルーダイカー (Cepha/ophusmont,co/a) 

ホンコ (Taurotraguseuryceros) 

ネジレッノレイヨウ (Trage/aphusstrepsiceros) 

ローンアンテロープ (Hippotragusequinus) 

シカ科

アカシカ (Cervuselephus) 

インパラ (Aepycerosme/ampus) 

トナカイ (Rangifertarandus) 

キパノロ (Hydropotesmermis) 

反為動物以外の草食動物

ラクダ科

ヒトコブラクダ (Came/usdromedanus) 

フタコブラクダ (Came/usbactrianus) 
ヒク＿ニャ (Viicugna vicugna) 

リャマ (Lamaglama) 

奇蹄類・長鼻類

ウマ (Equuscabal/us) 

ロハ (Equusasinus) 

シマウマ (Equusspp.) 

インドゾウ (Elephasmaximus) 

アフリカゾウ (Loxodonta africana) 

クロサイ (Oicerosbicornis) 
インドサイ (Rhinoceros unicornis〉

留歯類

マーフ (Oip/ochotispatagonum) 

モルモット (Gaviaaperea) 

カンカルー科

ハイイロカンガルー (Macropusgiganteus) 

ワラルー (Macropupsrobustus) 

アカクピワラピー (Macropusrufogriseus) 

オグロワラピー (Macrae.usbicolor) 

- ----

--
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2.ルーメン真菌の概要

真菌は鞭毛菌亜門ツボカビ廂綱ネオカリマ

スチクス且ネオカリマスチクス科に分類され

ている。その下にNeocallimastix、Piromyces、

Caecomyces、Orpinomyces、Anaeromyces

の5属が確吃され、これまでのところ17種が

知られている 2) （表 2)。図 1に特徴的な形態

の：つの真歯の顕微鏡写真を不す。固のaは

Caecomyces属の貞菌で、球状の仮根 (R)を

形成することが大きな特徴であり、 bは仮根状

菌糸体を発達させるNeocallimastix属の真菌

である。Caecomyces屈以外はNeocallimastix

属のように高度に発達した歯糸体を形成する。

真菌は遊走 f嚢 (S) の中で遊走子を形成し、

麟した遊走子は遊走 f嚢から放出された後、

鞭毛により液相を遊泳する。遊走子はnJ溶性

糖類に対して正の走化性を示すことが知られ

ており、摂取された牧位などの飼料片から溶

出した糖類を感知しながら遊泳し、飼料片ヘ

たどり着くと考えられている。

先に述べたように、呉菌は絶対嫌気性の微

生物であり、草食動物の梢化管内という嫌気

表2 ルーメン真菌の種類と形態的特徴

員およびその形態的特徴一 種名Neoca//imasiix frontalis 
単心性 patriciarum 

遊走子の鞭毛は多数

仮根状菌糸体
huleyens,s 

----- variabilis 
Piromyces --

commums 
単心性

遊走子の鞭毛は 1

仮根状菌糸体

Orpinomyces 

多心性

本

， 遊走子の鞭毛は多数

仮根状菌糸体-----------
Caecomyces 

A 

巣心性あるいは多心性；

遊走子の鞭毛は 1本
球状の仮根一naeromyces 多心性

遊走子の鞭毛は 1本ュ

mae 

dumbomcus 

rhizmflatus 

mmutus 

spiralis 

citroni1 .. 
．． 

1oyon11 

mterca/ans 

commums 

equI 

mucronatus 

e/egans 

環境の中で生息している。これまでのところ、

他の環境からは堆離されていない。真歯は生

後10日後にルーメン内に出現し3)、成獣では

ルーメン内容物 1ml中に103~10叫固程度の密

度に達する。 また、ルーメンのみならず消化

管全体に分布し、第 2 胃•第 3 胃 •第 4 胃．

小腸・大腸の各内容物や英の中に培養可能な

状態で存在することが知られており、表 3に

示すような密度で存在している％驚くべき

ことに、 pHがかなり低いにも関わらず、第

4胃でも比較的密度は高い。菌体密度は飼料

の組成によって影響され、一般に、粗飼料主

体の飼料を与えた場合、更菌の密度は高く保

たれ、涙厚飼料主体の場合では低くなる傾向

がある。ただし、適祉の濃原飼料を粗飼料に

添加すると、粗飼料のみの場合よりも歯密度

は高くなる。これは涙厚飼料の添加によりエ

ネルギーレベルが高まることや、増殖を促す

ような成分が増えることで、歯密度を高く維

持できるからであると思われる。

a. Caecomyces sp.、b.Neocallimastix sp. 

s;遊走子嚢、 A;仮根、スケールは20μ m 

図 1 ルーメン真菌の顕微鏡写真（京都府立大学農学部

牛田一成先生のご好意による）

表3ウシ消化管各器位および糞中における）レーメン真菌密鹿ThallusFonning UniVg内容物）

部位 eH 密度

第 1~2胃 5 7~6 7 1045 

第 3胃 6 3~6 6 10'5 

第 4胃 3 3-4.9 103属

小 腸 5 7-7.0 1 02•4 

盲腸 6 7~7 0 1039 

大腸 6 6~6 9 103-• 

糞 6 5~6 9 103' 

3 
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3.ルーメン内における真菌の役割

l‘1店食動物に広く分布すること、 2牧位を

40~70％程度分解できること、 3話性の高い

植物細胞墜分解酵索群を生廂すること、など

から兵歯はルーメン内における植物細胞壁の

分解に対して重要な役割を持つことがぷ唆さ

れている。

具［府が植物組織上でコロニーを形成して仮

根を発達させると、組織の物理的強度が低下

して飼料片の崩壊が促進されることにより、

細胞培分解が1足進されると考えられている

如府は細胞墜分解の初期段階でヘミセルロー

スに富む 2次細胞壁を好んで利用し、後にセ

ルロースが多く含まれる 1次細胞壁を分解利

用することが示唆されている ヘ^ミセルロース

は構造が複雑であり、またリグニンと結合して

いることから、比較的分解されにくい成分で

ある。兵菌によって細胞墜分解の初期段階で

ヘミセルロースが多く分解されることでセル

ロースが露出すれば、他の絨維分解性のルー

メン微生物による分解も促進されるであろう。

真歯は）以墜組織や木部など、リグニン化し

た糾織へ好んでコロニーを形成するようであ

る 真1Wは世代時間が比較的長いため6、分

解されにくく比較的長時間滞留するような飼

料片上でItffしたほうが、ルーメン内で定芯

するためには都合が良いと考えられる ，ほと

んどの良歯はペクチン分解酢素のIt.）発能を持

っていない，ペクチンは細胞間允坦物質であ

り、組織構造の維持に屯要である 具菌にペ

クチン分解能が欠如していることは、付杓し

た組織の構造を崩さないようにして、ルーメ

ン内で長時間滞留するための戦略であるとい

う見方ができる 抗真I府剤を投与してヒッジ

のルーメンから真菌を除去すると、繊維の消

化率と飼料摂取址は有慈に減少し、その後真

l府を再接種すると梢化＇倅や摂取りしはもと 1J',

ベルに[111復することが報？1： されている

で、具1府を除去すると練維の梢化冷｛が上がい

という正反対の結呆も出ている このよう．：

和行する粘呆が得られているのは、具藷Ii

物細胞増の分解速度と、ルーメン内におIH

滞留時間の確保との間にバランスをとる必t

があるからではないかと思われる 。つま

細胞培の分解速度が閥すぎては付ィ；したH

片がルーメンから吊く流出してしまうのでt

ィ；できず、反対に低すぎれば4清速度が即

し、他の微生物との競合に負けてしまい牡

できなくなる。真歯は両立できるホイントt

保ちながら生息しているのであろう 。この一

イントというのは、必ずしも真l府による伍

喉分解に対する貢献度が最大になるとこみで

はないので、これまで令女した結論が得らし

ていないのではないかと考えている しか U

ながら、兵1'-f.iの細胞墜分解能を考えると祇

質の粗創料を多給するような飼投条件で:

ルーメン内における細胞壁分解に対する頂

度は蒻いと考えられる

如府の生産するセルラーゼの比活性が非t

に翡いことが報告 されてから、真:1府の乱

喉分解酵索がil:．Hされるようになったr こi.

まで酵索学的な研究や、辿伝 f解析が数多（

行なわれてきている。頁菌は、セルラーゼや

キシラナーゼなどの絨維分解酢索群、 V
ルコシダーゼ、 a -L-アラビノフラノシダ-

ゼなどのグリコシダーゼ群、アセチルキシろ

ンエステラーゼ、パラクマロイルエステチ

ゼ、フェルロイルエステラーゼなどのエス;

ラーゼ群を生産する ただし、先に述べぢ

うに、ペクチン分解酵素を生廂する兵 l胆ふ•

とんどいない。このように、兵1府は多様t
胞壁分解関連酵索を生産する能力を持って，

るため、基質の変化に対して適応能）Jが在

4
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と考えられる。繊維分解能の高い細歯の一部

にセルロソームと呼ばれる酵素複合体を生産

するものがいる。細胞岐の分解に必要な種々

の酵素で構成されていることや、複合体の骨

格となるタンパク質や酵素タンパク質に炭水

化物結合能を示す領域があるなど、セルロソ

ームは細胞壁を効率よく分解することに適し

た機構を持つ。頁歯もセルロソームを生産す

ることが明らかとなり 5)、真菌が品い細胞壁

分解能を示す理由の 一つであると考えられて

いる。ルーメン内における細胞壁分解に対す

る典菌の貢献度を推定するには、セルロソー

ムについてさらに詳しく研究し、夷菌による

細胞嘩分解のメカニズムを明らかにする必要

があるだろう 。

4.細胞壁分解における相互作用

ルーメン微生物生態系では、多種多様な微生

物が高密度で生息しているため、微生物間の相

互作用が存在することは明らかである。ルーメ

ン内のような非常に複雑な微生物生態系で、あ

る微生物の機能や役割を知るためには、相互作

月を明らかにすることが重要である。ここでは

細胞壁分解過程における、真菌と他のルーメン

紐物との間にある相互作用について述べる。

真菌とメタン生成菌の共培養系は、真菌の

純粋培養系よりも有意に高い繊維の分解率を

示す心 真菌は代謝産物としてギ酸や水素を

生成する。一方、メタン生成菌はギ酸あるい

は水素を利用してメタンを生成し、その過程

でエネルギーを獲得する。両者の共培養系で

は、真菌の代謝産物はメタン生成菌によって

消費されるので蓄積せず、代謝産物抑制が起

こらないため、頁菌の生育や繊維の分解が促

進されるのである。真菌の仮根にメタン生成

歯が付着しているところがよく観察されてい

るの
で、両者の共培迷系で得られる結果は、

ルーメン内におけるイベントをよく反映して

いるものと思われる。

ルーメン細菌の生産するある種のタンパク

質は真歯によるセルロース分解を抑制する8、9。

このタンパク質はセルラーゼ複合体の形成や

基質との結合を妨げたり、セルラーゼの立体

構造を変化させたりすることで、真菌による

セルロース分解を抑制すると推定されている。

大型の繊毛虫が飼料片に付着した真菌の遊走

子や胞子嚢を捕食している姿が電子顕微鏡に

より観察されており、繊毛虫は真菌の密度に

直接影郷を与えると考えられている。

5.おわりに

真菌に関する研究は数多くなされているが、

未だに生態や機能について不明な点が多い。真

菌の機能や役割を明らかにするためには、遺伝

子から生態まで、幅広く研究する必要がある。

植物組織あるいは細胞内に侵人して植物体の

成分を分解することから、真菌は植物病原性糸

状歯や木材腐朽菌と対比することができる。こ

のような観点から研究を行なえば、輿味深い結

果が得られるのではないかと考えている。

参考文献
1. Wood.T.M., et al. : FEMS Microbiol. Lett., 34, 37-

40(1986) 

2. Trinci.A.P.J,, et al. : Mycol. Res., 98. 129-152 0994) 

3. Fonty.G., et al. : J. Gen. Microbiol., 133, 1835-1843 

(1987) 

4. Davies,D.R., et al. : J. Gen. Microbiol.. 139. 1395-

1400 (1993) 

5. Raghothama.S.. et al. : Nat. Struc. Biol., 8. 775-778 

(2001) 

6. Lowe.S.E., et al. : J. Gen. Microbiol.. 133.1815-1827 

(1987) 

7. Joblin,K.N., A.G.Williams : Lett. Appl. Microbiol., 

12, 121-124 (1991) 

8. Bernalier.A.G.. et al. : J. Gen. Microbiol.. 139. 873-

880(1993) 

9. Kopecny.J.. et al. : Lett. Appl. Microbiol.. 23. 199-

202(1996) 
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バイオプシー胚の
ガラス化保存のための
保存液組成の比較

l.はじめに

牛胚の性判別技術はPCR法やLAMP法の

応用により実用化段階にな っている。胚から

性判別用試料をバイオプシー （生検）で採取

すると、胚の耐凍性が低下し、その結果、移

植後の受胎率が低下する。近年開発されたガ

ラス化保存法について、各試験研究機関が胚

をガラス化液に浸漬するときの温度や時間な

どの平衡条件および融解時の耐凍剤の除去方

法を改良し、これにより胚の生存性が向ヒし

た。 さらに、超急速ガラス化法も開発され、

胚の高い生存性が得られるようにな った。

平成10年度にスタートした 「受精卵移植普

及定着化事業 （雌雄産み分け朔）の性判別胚

の凍結保存技術の開発」では、共同試験参加

機関が「ガラス化保存法」を統一課題として、

共通した手法で取り組んでいる 。本稿では、

平成13年度」）につづき、平成14年度に行なっ

た成績から、 雪印•宮崎のガラス化 (VSED)

保存法と（独）家畜改良センターが開発したガラ

ス化 (GESX)保存法の比較検討について報

告する。

2.試験方法

l)供試胚： 過剰排卵処理を行なった牛から

6 

回収し、性判別を目的として細胞試料をI{I

オプシーで採取した後の胚のうち、 A、A’E

よびBランクのものを供試した。

2)胚の発育ステージ ：後期桑実期胚 (C¥l

初期胚盤胞期胚 (EB)、胚盤胞期胚 (BL

拡張期胚盤胞期胚 (ExB)の 4発育ステーシ

に分類した。

3)性判別胚のランク分け ：

(1) 凍結前 （バイオプシー・修復培蚕

後）： 次の 4段階に分け、 A~Bの胚を形

ス化凍結保存に供試した。

A: 胞胚腔の再形成 （＋）、輪祁が明瞭でほとA

ど変性部位なし

A： 胞胚腔の再形成 （＋）、輪郭が明瞭で変虹

位が10％以下

B: 胞胚腔の再形成 （＋）、輪郭が明瞭で変竹F

位が10％以 I::.

c:胞胚腔の再形成 (-)

(2) 凍結後（凍結融解 ・培投後）：次の4

段階に分け、 A~Bを生存胚とし、そのふ

を移植に用いた。

A: 凍結前の形態を維持し、肉眼的に発育が』H

られ、形態が良いもの

A: 一部細胞の脱落があるが、肉眼的に発育か

められ、形態が良いもの

B: 一部細胞の脱落があるが、肉眼的に発育が

畜)t技術 2004年3ii り
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められ、形態に難あるもの

c: 一邸細胞の脱落があるが、肉眼的に発脊が確

認できず、形態は維持されているもの

4)性判別胚の凍結保存・融解方法：次の

2方法の凍結保存・融解について検討した。

性判別用試料をバイオプシーした後の胚の凍

翡融解前後について、胚の生存性と胚移植

後の受胎成績を、胚の発育ステージと胚の状

態ランク別に検討した。

( 1)雪印•宮崎法によるガラス化(VSED)保存

25％エチレングリコールと 25%DMSOを

含むVSEDガラス化液を用いた。胚を50%

VSEDガラス化液中に入れ、室温で 1分間平

衡を行なった。この胚をVSEDガラス化液で

平衡してからストローを封入するまでの処理

時間は30秒問にした。次に、ストローを液体

窒素容器の上に 2分問おいて予備冷却した後

に、液体窒素内に投入した。融解は、凍結保

存胚を37.5℃の保温した 4％と 2%グリセリ

嘩液および無グリセリン融解液に各 2分間

づつ入れて行なった。次いで、 20%FCSと

100 μモル /JMEを含むTCM199培整液内で、

5%C02下、 38.5℃で 3~5時間培養後、生

存していると判定されたBランク以上の胚を

移植に用いた。

(2)家畜改良センタ ーの開発したガラス化

(GESX)保存法

表lに示したように、グリセリン、エチレ

ングリコール、ショ糖、キシロース、ポリエ

チレングリコールの濃度をそれぞれ変えた

GESXガラス化液 (VS1、VS2、vs3) を

用いて検討した。胚を室温においてvs1、

vs 2でそれぞれ 5分間づつ平衡後、 vs3に

表1 ガラス化溶液（組成）---- _ 雨 SucXyl PEG(w/V) 

VS2 10% - 0.1M o.1M 1% 

VS3 10% 10% o.2M o.2M 2% 

こ ％ O3M o.3M3%  

ロース
グリセリ‘

、PEG:ポリエチレングリコール
/、 EG:エチレ ンクリコール、 Sue:庶糖、 Xyl：キシ

入れてからストローを封人し、液休窒素に投

人した。vs3に入れてから液体窒素投入ま

での処理時間は 1分以内にした。融解は凍結

保存胚を室温で、 0.5Mショ糖と0.25Mショ糖

にそれぞれ 5分間入れて行なった。次いで、

(1) と同様に培養後、生存性を判定し、 Bラ

ンク以上の胚を移植に用いた。

3.成績

雪印 •宮崎のガラス化 (VSED) 保存法と

（独）家畜改良センターが開発したガラス化保

存法 (GESX) について、凍結胚の融解処理

後の生存性と受胎性の成績を表 2、 3に示し

た。胚の生存率は両区ともに高く、 VSED区

が74.3%、GESX区が86.9％であり、有意差

はなかった。また、移植後の受胎率はVSED

が35.3%、GESXが30.6％で両区の間に有意

差はなかった。

次に、ガラス化保存前の胚の発育ステージ

と胚の状態のランク別についての受胎率を表

4、 5に示した。VSED法ではEBからExB

までの発育ステージの胚の受胎率が高く、

GESX法ではBL胚の受胎率が高い傾向はあ

ったが、統計上の有意差はなかった。胚の状

態のランク別の受胎率では、 VSED法ではA、

A'ランク胚の受胎率が、 GESX法ではAラン

ク胚の受胎率が、それぞれBランク胚に比較

して有意に高かった。

ガラス化保存と融解処理の間で起こる胚の

発育ステージと胚の状態のランクの変化、お

よびその受胎率を表 6、7に示した。これらに

表 2 凍結保存方法別における融解処理後の胚の生存性

凍結方法融解胚数 生存胚数死減胚数 胚なし生存率（％）

VSED 109 81 25 3 74.3 
---- ----------------- ---------＿ ＿ ----

GESX 107 93 14 0 86.9 

表 3 凍結保存方法別における受胎成績

凍結方法 移植頭数 受胎頭数 受胎率（％）

VSED 68 24 35.3 
----------“—•--------------＿ --_ -----

GESX 62 19 30.6 
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表4 ガラス化保存前のステージ別受胎率

カフス化方法 発育スプージ 移植頭数 受胎頭数 受胎率（％）

VSED CM 26 7 26 9 
EB 20 ， 45 0 
BL 21 7 33 3 
ExB 1 1 100 0 
（唇t) 68 24 35 3 

GESX CM 22 5 22.7 
EB 19 4 21 1 
BL 16 10 62.5 
ExB 5 

゜ ゜（計） 62 19 30 6 

表5 ガ ラス化保存前のランク別受胎率

ガラス化方法 フンク 移植頭数 受胎頭数 受胎率（％）

VSED A 35 15 42 9a 
A' 17 8 47 1• 
B 16 1 6 2b 

（計） 68 24 35 3 
GESX A 31 13 42 o• 

A' 19 4 21.13b 

B 12 2 16 7b 
（言t) 62 19 30 6 

（ぷ異符号間に有意差あり）

表6 ガラス化保存前と融解処理後のランクの変化による受胎率

ガラス化方法ランク（前～後）移植頭数 受胎頭数 受胎率（％）
VSED A-A 13 7 53.8 

-A' 1 2  4 33.3 
-B 10 4 40.0 
~C 5 --------------11----------------20.0 

A'-A'11  7 63.6 
~B ------------1＿-------9--------：：： 

B-B 14 1 7.1 
~C 

゜~A 

゜（言t) 68 24 35.3 
GESX A-A 18 9 50.0 

-A'9  2 22.2 
-B  7 3 42.9 _＿-----------7--------9---------

A'-A'11  3 27.3 
~B  5 0 -

面こ百―---＿11―----―万戸―----f姦
~A 1 0 -
（唇t) 62 19 30.6 

では、 GESX法とVSED法の間には胚の生存tt

および移植後の受胎性には有意な差はなかり

た。性判別試料の採取のために、バイオプシ寸

された胚の保存法として、これまで、われわi

の共同試験で用いていたVSED法と同様1:

GESX法も有効なガラス化保存法と判断された

4.今後の共同試験

参加機関の協議により、平成15年度は、隠

結保存した胚の受胎性の安定と向上、および

融解手法の簡易化を図ることを目的に、伽

イオプシーされたウシ胚における超急速ガぅ

ス化保存法の検討、②ガラス化保存されたり

， 
シバイオプシー胚の簡易融解手法に関する柑

討、③VSED法によるガラス化保存前・ 1籾

性判別の検討、について共同試験を行なって

いるところである。

表7 ガラス化保存前と融解処理後のステージの変化による受胎率

カラス化方法ステージ（前～後）移植頭数 受胎頭数 受胎率（％）
VSED CM-CM 9 11.1 

-EB 14 5 
----―話二毎―-----26―----―溶―-------------35.7 

40.0 
-BL 3 2 66.7 

~ExB 100.0 
函．＝面―-----15―------5―------―元6.5―――
~ExB 100.0 ------------------------------------

ExB-ExB 100.0 
（計） 68 24 35.3 

GESX CM-CM 11 2 ~ 

-EB 9 3 33.3 
~BL 

EB-EB 
__ _:-:Bl, ______ _§ ________ J_＿＿_＿＿＿＿堕3_~---

8 12.5 

記噂E-―＿ー―-森—-----f-------~贄—--
-ExB 2 2 100 0-----------------------------------

ExB-ExB 3 O 

（計） 62 19 3ば．6

ついては、 VSED法およびGESX法の間には有

意差はなかった。両方法ともに凍結保存前に

胚の状態のランクがA、A'の胚は融解後に 1ラ

ンクまで低下しても、受胎率には影響がなか

った。また、融解後から移植までの間に発育が

進んだ胚では受胎率が高い傾向があった。

以上の結果から、ガラス化保存液の比較試験

5.おわりに

本稿は、平成14年度受精卵移植普及定着化

事業（雌雄産み分け型）の共同試験成績（グ

ループ 1) をまとめたものである。本事業1:

は、県単独事業参加機関を含め、下記の1

機関＊ （担当者の敬称略）が参加した。本乱

験に対してご助言、ご支援をしてくださ外

（独）家畜改良センターの的場係長をはじめ闊

係者に深謝を申しあげる。
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肉用牛用
混合飼料の

栄養価評価技術

棟IJII登きみ f
（むねかど きみこ）

福岡県農業総合試験場

畜産環境部

l.はじめに

肉用牛には、成育ステージに対応して、デ

ンプン含址が岱い投類と中性デタージェント

載維（以下： NDF) 含益が多い粗飼料を糾

み合わせて給'}している c これらの飼料の種

類やその組み合わせが大きく異なった場合、

あるいは裁維成分含htが低い場合には、 "I梢

化尭分総址（以ド： TDN) や粗濃比が同じ

でも、飼料摂取屈が変動する この原因は、

給り・飼料中の栄投成分や栄促バランスが児な

ると、 TDKの内容と性質が変化するためと

考えられる。肉用’日用の低エネルギー飼料や

裔エネルギー飼料の炭水化物圃分の栄投バラ

ンスが飼料摂取屎や増体贔などの生産的価値

にどのよ‘つに影押するかについては、未解明

な部分が多い

そこで、 l)J酎育の各期における牛からのル

ーメン液が飼料を構成している原料の梢化弁｛

にどのように影郭をしているか、 2混合飼料

中のNDF含址とデンプン含姑の比率 (KDF

含址 デンプン含欣）からのTDN含愴推定

法、 3NDF含批 デンプン含屎が乾物摂取

欣、 TDN摂取屎および増体凪にどのように

影愕するかについての解析、および 4給与飼

料のKDF含址 デンプン含斌の肥育成紐に

及ぼす影押を検討したので、その概要を紹介

する

2.肥育の各期のルーメン液の飼

料原料の消化率に及ぼす影響

高TDN飼料の給与が、飼料を構成してい

る各種原料の消化）半に及ぽす影評を検討した

乳｝ij種よ勢牛の肥脊前期、中期および後期の

ルーメン液を用いたプンゼン・バルプ (B-

IVDMD) 法、およびアミラーゼ、アクチナ

ーゼ、セルラーゼを用いた酵索 (E-

IVDMD)法を行なった試験飼料には、加

熱l+：ぺんトウモロコシ、皮付き J玉へん大友、

一般フスマ、専符フスマ、乾燥ビール粕、イ

ナワラおよびアルファルファヘイキュープを

用い、それらの乾物梢化）梓 (IVDMD) を用

いた試験をした n B-IVDMD法の測定に用

いたルーメン液は、 ilと合飼料中のTDN含斌

を比記の 7種類の創料原料の構成を変えるこ

とにより、肥育前期が約70%、中期が約77%、

後期が約82％とした飼料を給与した乳用種去

勢'1:.から採取した

その結果、 B-IVDMD法では、肥脊前期

と中期の梢化率はほぽIn]等であった しかし、

肥育後期の消化率は肥有前期の約87ないし

96％に低ドし、特にイナワラにおける低下が

顕著であった。これにより、牛の肥脊の各期

間において、ルーメン液による飼料の消化性

が変化していることがボ唆された。E-

，
 



IVDMD法とB-IVDMD法の成粕を比較する

と、浪lIi飼料である製造粕類、投類および栖

釉知では、

IVDMD法の成紹よりも相対的に翡く、 方、

粗飼料では、 E-IVDMD法での成紐が低か

った（表 1))

3. 混合飼料中のNDF含量とデン

プン含量を指標としたTON含
推定法

肉片j牛用の混合飼料における栄投価を評価

表1 飼料原料の成分と乾物消化率 ｛原物％）

加絨圧ぺん 皮付圧 一般 増産 乾燥 イナアルファルファ
トウモロコシペん大麦フスマフスマピール粕ワう ヘイキュープ

TON 92.3 84.1 72.3 85.0 71 8 42.8 55.2 

飼
CP 8.8 12.7 16.9 13.0 28.0 4.9 15.8 

料 CF 1.5 2.8 9.2 3.3 9.3 28.8 26.5 
成 NDF 8.8 16.4 38.9 18.3 66.6 63.1 44.0 
分デンプン 66.4 61.5 17.7 39.0 3.7 2.6 0 
NDF/デンプノ 0.1 0.3 2.2 0.5 17.9 24.1 -

乾
[B-IVDMD】

物肥育前期 90.8 85.7 67 7 84 0 62.1 42.7 60.3 
消肥青中期 88.3 85.0 68 6 84.2 61 1 42.1 59.4 
化肥育後期 82.6 82.3 - - 58.4 37 1 56.1 

[E-IVOMD] 94 1 89.7 70.9 68.9 72.3 35.5 58 2 
注： B-IVOMOに用いたルーメン液の採取は、乳用ii去勢牛16禎の前9月(10ヵ

月齢） 中期勺3ヵ月齢1、後期 (20ヵ月齢）に実峰。専管フスマと一般
フスマは急息な発・ぶによ 9)欠瀾

項 目

E -IVDMD法の成粕がB-

表2

項目
皮付圧ぺん天麦
コーングルテンフィード

加熱圧ぺんトウモロコシ

一般フスマ

大豆粕

大豆皮

脂肪醸カルシウム

炭酸カルシウム

肉用牛用混合飼料の原料構成

A B 
20.0 20.0 

0.0 10.0 
35.0 42.0 
24.0 15.0 

2.0 2.0 
18.0 10.0 
0.0 0.0 

1.0 1.0 

C 

20.0 
0.0 
60.0 
7.0 

2.0 
10.0 

0.0 
1.0 

（原物％）

D E 
20.0 30.0 

0.0 0.0 
60.0 50.0 
7.0 7.0 

2.0 2.0 
7.0 7.0 

3.0 3.0 
1.0 1 0 

T
D
N

含
量
•
D
M
%

90 

85 

80 

75 

70 

65 

60 

55 

50 O 

図 1

0
◆
 

◆
 

5 10 
NDF含量テンプン含量

15 

NDF含量／デンプン含量とTDN含量

するために、

標として、

した

イグラスストローからなる粗飼料を川い、；

れらの割合が異なる17種の試験）ij創料（社

NDF含犀67.9°0~30.61J:t90 : 10~25 : 75、

デンプン含l1t4.2°o~30.9%、

~83.5%) を溝製し、

試験を実施した

その結果から、

料の割合が巽なり、

DF含屈が圧いに反比例して増減する燐t

には、

（ 

帰式を用いて、

（図 1),.)た

DF 

TDN含量＝ー 10.8Xln(NDF含量／テンプン含

量）＋81.2

4. 

次に、

して、

した

1)F含址とデンフン含htを5

TDN含．址を推定する方法を v、

表 2にポした濃厄飼料とヘレニア）レョ

TDK含屎53.

めん羊を川いて、前．

況合飼料中に含まれる柑

またデンプン含

DF含愉とデンフン含址の比名

デンプン） を説明変数とする冊穏

TDN含：itが椎定可能であ

（表 3)'.)そして、

(R2 : 0.914 

(R2: 0.987 

SE: 2.6 

含批はデンプン含：iしとNDF含址を

明変数とする屯[u]帰式を用いても、米t'ili良

推定できた。

TD 

TDN含量＝一0.098Xデンプン含量ー0.840X

NDF含量＋111.3

SE: 1.2 

NDF含量およびデンプン含亘

の比率と乾物摂取置、 TON恨
取量および増体量との関連眉

析

NDF含屈とデンプン含屈を指ねと

乾物摂取屈およびTDN摂取杖の推を

法を検討した。乳用種のよ勢牛18頭に、即

飼料を前期にはTDN含屈を 71.3%-75.l ~
中期にはTDN含旦を78.1%~83.5%、後廊

はTDN含枇を84.2％として調製し、飽鉗岱

'DF含 とデン1i

10 畜序技術 2001年3l,



含他の比 ＇枠 ( ~DF デン プン） と乾物摂取

屈、 TDX摂収が：および増体htとの関辿解析

を行なった

r この結果から、乳／1l種去勢牛の乾物摂収址

と TD~摂取 iit はNDF デンプンを品明変数

とするlllJ線1111帰式および単lIII‘}碕式により、推

定ができた

1曲線回帰式1（図2)

乾物摂取量(91体重^ 0.75'日‘=37.91n(NDF含量／

デンフン含量）＋101.0

(R2: 0.915 SE: 6.1) 

TDN摂取量(g/1本重^ 0.75／日）＝17.41n(NDF含量／

テンプン含量）十74.5

(R2 : 0.793 SE : 4.9) 

J単回帰式I

乾物摂取量（g／生体重 1kg日）＝13.SXNDF含

量／デンプン含量）＋8.7

, R2 : 0.808 SE : 2.5 

TDN摂取量（g／生体重1kg／日）＝7.3X(NDF含量／

テンプン含量）＋9.3

表3 肉用牛用混合飼料設計

区 分

l%） 

憂N低テ区-- 中N中テ区 低N高テ区共通

前間
---

中期
こ7ふqiぅスが:0-250-tlO 

前期 中期 前期中墾＿後阻＿

配合 A
13.0 25 0 13.0 25 0 13.0 10.0 

75.0 -
配合 B

配合 c
紀合 D

配合・E
T D N 

C P 
N D F 

- 87.0 75.0 

71.3 78.1 73.2 80.3 75 1 83.5 84.2 

12.2 13.2 12.1 11.6 

36 8 29.7 34.4 25.8 
テンプン
- - 叩
注 N：冒宴 デ テンプ/

10.8 11 2 11.5 

31.1 24.3 23.2 

39.9 34.5 46.9 40.5 46.8 47.4 

1
0
0
0
9
0
8
0
7
0
6
0
5
0
 

．

．

 

餞
札
摂
取
量

5
 

(
g
/
L
B
W
7
/d
a
y)
 

。
ー

87.0 75.0 

87 0 

40 

0.4 05 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 

NDF含量’デンプン含量
図2 NDF含量／テン

摂取量
プン含量と乾物（▲）、 TDN（■）

R2 : 0.688 SE : 1.9 

増体量(kg／頭／日）＝7.3X¥NDF含量，テンプン含

量）＋9.3

(R2 : 0.808 SE : 0.2 

90.0 

5. NDF含量とデンプン含量の比

率が肥育成績に及ぼす影蜘

乳月j種よ勢牛18頭を用いて、給住した混合

飼料中のTDN含址と粗飼料の栄投価の割合

がほぼ伺じ場合のKDF含屈とデンプン含Jit

の比；祁が肥育成粕に及ぽす影押を検，；寸した。

.,DF含：itとデンプン含砿の比率 (KDF デ

ンフン）の調節は、 i孔こ 一般フスマと乾媒ビ

ール粕の混合割合で行なった NDF‘デン

プンが 1肥ff前期1.25→中期0.55→後期0.38、

2肥育前期1.48→中期0.64→後期0.38および

3)肥有前期1.72→中期0.64→後期0.38の 3試

験Iえをもうけナふ 肥育期間は前期を生後 7~

12ヵ月齢、中期を12~16ヵ月齢、後期を16~

19カ）J齢とした

その結呆、肥ff終 f時における体爪は各試

験lをともに700~720kgで差はなかった＾増

体姑、乾物摂取litおよびTDN摂取砿につい

ても、各試験lX：の問に大きな差はなかった。

枝肉成粕では、ビール粕混合割合とNDF

デンプンを、前期がそれぞれ20％と 1.7、中

期が10％と0.6、後期が 0％と0.4程炭にする

とバラ l女）が厄く、脂肋交雑や肉色が良くなり、

良質な牛肉が生廂された （表 4)c

表 4 肥育成績

1区 2区 3区
---- ---- --

終了時体重(kg} 717 

日増体重(kg) 1.08 
肥
:乾物摂取量(kg} 9.8 

TON摂取量(kg) 7.6 
績 NDF摂取量(kg) 2.5 

• -ブこプと摂取量(kg) 39 

ロー・ス芯面積(cm2) 40.5 

枝パラ厚(cm)
肉

5.9 

成脂肪交雑(BMSNo) 2.8 

績肉色(BCSNo) 4.3 

3等級出現率（％軸禎） 33(216) 

720 700 

1.09 1 05 

10 5 94 

7.8 72 

28 2.7 

38 4.1 

37.8 40 0 

58 63 

26 38 

42 35 
40(215) 50(3i6 

11 



6.おわりに

現在、肉）11牛における栄投価評価技術には

多くの木解明部分があるが、栄投行理指椋と

飼料給与基準が徐々に柩ってきている 地域

や個々の此家における！い釦．l椋値は異なるの

で、それぞれの生産環境ドで蚊も効来のよい

II廿府を行なえる栄必管理指標と飼料給仔基準

を選んで飼投することが必要である 今同の

栄虻価評価試験では、 NDF含糀とデンプン

含址の比吟fから、混合飼料のTDN含他 t
物摂取閑、 TDK摂取贔および増体械の推月

が可能なことがぷされた KDF含址とテ，I

フン含：1しの比）半は肉質にも関係し、その彰

は想像以七に大きいと思われる 今後、さら

に繊維Ilhi分や非構造性炭水化物についてi

機能的特性が解明されると、栄投価評価(J)f:

めの技術はますます充実し、人家畜の効轄

生産にさらに役立つことが期待される。

｀今吟,,,..~~::-ベベ＾を吟へを、：ベベベベパがが：ぺrへをヘアママヘrrベバたヤヤマ砂たマヤ齊アマベベベベベベベ’

協会だより

研究開発第2部

o ·J~ 果名：畜坪先端技術確立将

及椎進1け業
会議名：平成15年度肉）11'1・・ゲ

ノム研究・開発技術推進委

Li会

II時：平成16年 1月211f 

会楊：動物遺伝研究所会議宇

出席者：猪 fり英俊（東海大学

阪学部）、竹野純夫（束泉・大

学I~科学研究所）、新山」E隆

（家畜改良センター）、野村

竹郎（）i(都廂業人学 I：学部）、

安il:t炸 (I:1:菜生物費源研究

所）、奥地弘明・鈴木学（牒

林水坪省）

内容： l附属動物追伝研究所

の研究の全体計画、 21平成

15年度までの上要成果、 (3

杓成16年の研究i「lllli、4 都

追府県のDNA村種の確 I9/：な

どについて検、i寸した

海外技術交流部

’li菜名：畜廂技術協）J総合文

援 ’ji 業（先進 l•I 海外技術協

)Jti'i報収集）

会議名：ラオス国現地講介

12 

（畜））t開発）
I l時：平成15年12Jl14f-1~12

JI 21 [] 

溝在団：藤田 1錫倅（畜廂技術

協会）、千菓品火（全国1此菜

協同組合連合会）、会IIJ紀雄

（肥飼料検介｝折）、古賀政男

（家畜改良センター）、中島

→‘I；・（牒林水産省）

内容：過去の畜廂1関辿調杏結

呆を跨まえ、家畜創蒼行.fl!!
オ支稀J と創料給与•利）II 技術

分野を中心にラオス［日関係

冴屈との今後の具体的協）J

内容の協議と現地潤介を行

なった。

〇）μ業名：畜産技術協力総合支

援 'li梨（先進国海外技術協

)Jtt'i報収集）

会議名：平成15年度ラオス 1Kl

現地，凋企報告会

r1時：平成16年 1月1811

場所：畜産技術協会会議屯

Il1席者：藤 1!］陽似 （畜廂技術

協会）、千葉品夫（全Iii店哭

協同組合連合会）、会田紀雄

（肥飼料検在所）、古代政男

（家畜改良センター）、帷

_、F•島 i,奇和久・谷本憲

（塁林水坪省）、 l,［野札lA

（国際協力機構）

内容：平成15年 J2Jll1[J～']i

Uのラオス [kl現地渇介の9
国報告を行なった

緬山羊振興部

〇会議名：畜1喉振興対策文枝喜

業（めん lll 羊生産振典 •9
及推進事業）第 2Inltり門§

会

u時：平成16年 2Jj 101」

場所：畜産技術協会会議宅

出席者：金 f新勝（北悔茫

腹畜産協会）、川村修沼

大学）、河野博炎（卜勝牧坦

近藤知彦（ダンと町村四

、口業協会）、 lll叫訣（ぷi
大学）、中西良孝（鹿児島t
学）、藤 Ill優（長野牧紺．

村 Ill亜希f・（宕手牧瑞l、'1

巻邦次（東北人学）、｀＂

伐（店林水産省）

内容： （り平成15年9文．＂”

間報告、 2平成16年股序

の計画について検討された

畜怪技術 2004年3月t



束片滋能
（あずまい しげよし）

京都府畜産技術センター

碇高原牧場

水田における
放牧と稲作の
輪換利用技術

l.はじめに

放牧は、和牛繁殖経営の省力化と低コスト

化にイi効な方策である。しかし、放牧地の確

採が困難であり、放牧地を新規造成するには

多大な費用が必要になる この解決）j法とし

て、遊休している水田を収地化して放牧に利

川することは布効F段の一つである。複数の

加の上地を集積し、放牧地として利用する

場合は、借地の利用が多くなるので、水稲作

にうまく復帰できることが亜要であふすな

わち、放牧利川後に、問題なく水稲栽培に復

帰できれば、借地を利用した t地の集積によ

る放牧地の確保が容易となり、水出の放牧利

川が進むと考えられる

そこで、和牛繁殖と水稲栽培を行なう複合経

符店家の協力を得て、水[llを点地化して放牧

利用し、その後に水稲栽培に復11lするという

恰換利用技術について検討したので紹介する

2.水田の草地化

水Illを放牧場に利用する場合に収地化が必

要になる そこで、水mに適した牧，＇，＇［の種類

と播種時期を検，i寸したその結呆、 トールフ

ェスクとペレニアルライグラスの混播で

824kg, 10aの乾物収愉（表 1) が得られた

このことから、水rllの店地化は可能であり、

さらに、耐湿性の邸いリードカナリーグラス

を加えた混播（表 2) では良い成粕が得られ

ることが確認されたr 草地化作菜はロータリ

ーで耕起後、散粒器や動）J附tt炉器で播種した

(‘Li真 l)。」吋iな耕起であれば鎖）上は省略す

表 1 秋播種の収量

揖種量(kq110a) 乾物収量
鳩種日

OG TF_＿＿ _P-R_ 心9_!_Qa

2000.9 22 
1.0 1.0 470 

1.0 1.0 824 

oo:オーチャートグラス TF:トールフ l.スク、PR:ペレニアルライグラス

収量鯛査日： 20014.26 放牧閉始； 2001.4.30

表 2 水田草地化の標準播種量

草種
ォーチャードクラス

トールフェスク

ペレニアルライクラス

シロクローバ

リードカナリークラス

表 3 春播種の収量

鳩種量
1.5 

1 5 

1.0 

0.3 

1.0 

lkg/10al 

播fl草種
揖種量 乾物収量 (k9'10a, 

-..一

ニ しkg'19a) 播種草種その他 計

ペレニアルフイグラス 40 114 143 257 

鳩種日： 2000.4.13
収量謂査日： 2000.6.28
「その他』はクテ、メヒノパ、広葉笠葦など

写真 1 敷粒器による播種作業



ることができ、また、排水溝を掘ると排水が

良くできたJ い春から放牧利川し、かつ雑 I',¥．

対策を考えるならば、秋に播種することが沼

ましい しかし、 4月13LI (4月中旬の平均

気温13C) に播種しても、 6月鱈Jに放牧利

川が III能（表 3) であった。そこで、秋に播

種ができない場合でも、春のり1期に播種すれ

ばか．地化はuJ能と考えられた

3.放牧利用

I,’,：地化した水mに放牧するときに、必要な

施設と放牧）j法を検討したC. 牧柵にはイi刺鉄

線牧柵および屯気牧柵ともにイi効であった

虚気牧柵線は地上50~60cmと90~100cmの

r'，はさに：段に設岡すると脱柵が防止されたっ

虚気牧柵の設骰に要する時間と代JI]はイi刺鉄

線牧柵のそれらの12であった（表 4)。虚気

牧柵を 5年で憤却すると年約24.000円ですむ

ことになるc ドが管理が容易にできる楊所で

は、屯気牧柵が有利であると判断された。

収地化した水[I]を牧柵で囲み、簡易水枡Jと

飼槽を設骰した r 放牧は昼ィ如通して行ない、

また観察のためや人に馴れるようにするため

に、鉦 11、i農）＇J：飼料 (1kg/ 1頭）を給仔し

て、牛が集まるようにしに放牧を 1牧区で

行なった場合は、繁殖成雌牛 2頭で年間放牧

[1数は1911 10aであったが、 2ヵ所のが地に

表 4 水田20aへの牧柵設置の時間およひ贄用

点漕時間 資材 嶺価

21 0時間
支柱 2,100円噴

有剌鉄椋 31円Im 223.520円

支柱 710円本
電気柵 92時問 電襴機 37,000円1台 117,850円

牧襴綜 15円Im

支柱閤隔 2m 牧襦鰈 2段掛けで20al周囲210m)に牧襴を設置した場合の試算

Aほ場
彗

Bほ場

8 9 10 

図 1 2牧区交互利用による放牧の例
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交 1I．に放牧すると、休牧中の牧1)(0）収勢力

復するため、年間30U /lOaの放牧ができ1.

(I-XI 1) 

4.水稲作への復田

水稲栽培に復111した場合には、収枇され；

米の収凪と伐味が重要である，そこで、腱

贔と収屈、我味の関係を検討した

復IlI1式験は、水稲を栽培していたIlaの木

111を2000年 4月に耕起し、牧 I店を1番f直して

2001年まで 2年間放牧利Jllした I',¥：地 (‘li孔

3) で行なった。 ここでは2000年は 3UitI])ア・

珈戊雌牛を 111のみ放牧したが、 2001年1計

月から 7 月の間に 2 頭の繁珈戊雌’卜を延べ：•

II間放牧した ）ふん尿排せつ抵を26.7kg

ll. lifiとすると、 2001年には約1.2トン110,

がI’;'：地に施JIlされたと推定される、放牧が9ヽ

写真 2 水田放牧 (2000~2001年）

写真 3 復田、水稲作 (2002年）



fした2001年の11月に耕起し、翌年1ドに田柚

えをした 栽培品種には京都府奨励品種であ

る「どんとこい」を川いた、水出を 6分割し

ベ異なる施肥試について栽培試験を行なっ

た（表 5) 放牧地内の残草、残根および布

機物の分解促進のための石）火窒索を施川しな

いときのそれぞれ界なる追肥（穂肥）斌の 3

区、および石）火窒索を施）廿したときのそれぞ

れ異なる穂肥：1(の 3［えを設定した 石灰窄索

は秋の耕起時に施用した l なお、穂肥屈のチ

ッソ 4kg 10aとカリ 4kg 10aはよ験実施地

域の「コシヒカリ」の標準施）廿屈である

水稲栽培の概要を表 6にポした イi)火窒素

と穂肥の施川屈とそれらに関する作業以外は

試験協力悶家の通常の方法で行なった 放牧

利用後の復出に関して特別に行なった作業は、

叶畔の水漏れ f防のための 2回の代かきのみ

であった。

表5 復田試験の施肥区分 (10a当たり）

石灰窒其 穂肥

0kg - ， チッソ 0kg カリ 0kg

i チッソ 2kg カリ 2kg 

巫L -- - -—ーチッ‘ノ 4 kg カリ 4kq 

表6 水稲の栽培概要

水稲品

石灰窒稟謹用

土壌改良資材・基肥

(10a当たり）

湯橿

日樋ぇ

惚肥箱用

刈り取り
ー＿

どんとこい

2001年11月8日(11月10日耕起）

ケイカル 160kg 

ョウリン 60kg 

リンカアン14号 24kg 

2002年4月21日

5月17日

7月18日(60％量：

7月25日(40％量

9月13日

この試験結果では、水Illを2年間放牧利用

後に復IJIした場合、水田機能は保持され、牧

草の再生や雑俵化もなく、畦畔からの水漏れ

もないことがホされた 、穂肥砿が多くなるほ

ど10a当たりの粗玄米収愴は多くなる傾向が

あった 石）火窒索と穂肥を共に施）廿すると

600kg 10a以上となった 玄米千粒重はチッ

ソ2kg・ カリ 2kg区が最も屯かった。石灰

窄素の施用とチッソ 4kg・ カリ 4kgの穂肥

の施用を行なった区では、登熟割合が低下し

た 食味は穂肥がチッソ 4kg・ カリ 4kgの

区が低く、食味推定値は石灰窒索を施用し、

穂肥をチッソ 2kg・ カリ 2kgとした区が77.8

点の最も高い成紹で、この区の玄米は 1等級

に格付けされた（表 7)，

以卜．のことから、穂肥枇を調節して食味推

定値を75点以上にすることが可能であった

今回の試験条件では、放牧利用後の水稲作へ

の復UJには、収址、食味の観点から秋耕起時

に20kg10aの石灰窒索を施用し、基肥は通

常、穂肥はチッソとカリをそれぞれ標準の半

械の 2kg 10aとすることで良い成紐が得ら

れると考えられた

5.おわりに

今lnlの成紹は 1ヵ所の水田を 2年間の放牧

利用後に復山し、 1品種の水稲を栽培するとい

う試験のものであるが、 2年間の放牧利用後に

おいても水田機能は保持され、穂肥を減塙する

表7 水稲（どんとこい）の収量および食味推定値

--―施肥区分 収量
石灰窒緊

如Oa
一穂肥(kg]10a) ワフ 粗玄米重 干粒

~- -ユ立‘ノ――・ ←史） kg 10a・一 四1坦
0 0 658.6 448.9 21.5 g 

2 

20 

4
-
0
 2 

＂差b軍面―---籾 145％に惰正
し貴符号間iし有意差あり

2 659 3 567 4 22.7 

4 731 7 

ー-----
662 9 -------22 0 --

゜
694 7 508 8 21.7 

2 723 7 621.7 23 0 

4 752 3 649.5 21,6 

穂肥 2kg>4kg

穂肥 2k9>Ok9 

P<O 051 

登熟割合

％ 

87.1a 

82.9 

85.7 ・----
88.Sa 

88.9a 

77.Sb 

玄米等級
食味推定値

点

2 76.3 

2 67.6 

2 61 7 

1 72.1 

1 77.8 

2 64.7 

穂肥 2kg>4kg

穂肥0k,>4k,

＇ 
15 



ことで良好な森味の米の収穫ができることが

ぷされた。このことから、水111における放牧と

水稲栽培の輪換利用が可能と考えられた

ふ（都府内では、ほとんどの和牛繁殖牒家は

水稲栽培を行なっているので、田梢えと稲刈

りの時期における家畜秤理は大変である 牒

繁期に水出放牧を行なうことで、この時期の

家畜竹理が省）J化でき、水稲の作業に集中で

きるとのJ:iも聞かれ、水出放牧により労h

分散できることがぷされた

水lllの放牧利Jtjと水稲栽培の輪換利用か99

能になれば、放牧に広い 1：地が確保でき、

休田のイi効活川が推進できる 水Illと地約

の股・林地も＾休的に放牧利）1jできれば、 t

牛の放牧とともに、股・林地の保全もできt

と考えられる

学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ

02004年度日本草地学会大会（第59回発表
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〇在来家畜研究会・日本動物遺伝育種学会合
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会場：束.ii~J!l I：大学
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連絡先：鹿児島人学股学部 1i1j I II)~'tt' 
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〇第28回ルーメン研究会
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連絡先：北海追人学人学院I：'と学研究科家畜・

茂‘芹分野 小林泰男

TEL・ Ft¥X:Oll-706-2814 
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述絡先：束ぶばll：人学股学部帝｝）祈学研究序

鎌ll以和彦

E-mail: kamada0 cc.tuat.ac.jp 

〇第137回日本獣医学会学術集会
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会 場： lJ本人学生物森源科学部（湘南キ1

ンパス）

連絡先： TEL:0466-84-3642 

E-mail: nuvet20 brs.nihon-u.ac.jp 

〇第45回日本哺乳動物卵子学会

日時： ‘Ir•成 16年 5 月 15 LI~ 16 fl 

会 場：ピアザ淡海県民父流センター

連絡先：滋鉗l哀大産婦人科 竹林浩-

TEL: 077-548-2269 

〇第25回動物臨床医学会年次大会
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会場：人阪国際会議場

連絡先：眈島取県動物臨床医学研究所内
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TEL: 0858-26-0851 FAX: 0858-26-2!~ 

E-mail: dorinken0 apionet.or.jp 
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し

「人と牛と環境にやさしい酪農」に向けて：

北海道立根釧農業試験場

水島俊一（みずしま しゅんいち）

一鼻•.....
グラビアA頁 l 

北海道立根釧農業試験場 場長

l.生い立ちと歴史

昭和 2年、未開の原野の真ん中に喝時とし

ては、珍しい鉄筋コンクリート造り 一部 3階

建ての建物が姿を現しました。根釧農業試験

場の前身である北海逍農事試験場根室支場の

庁舎でした。堂々たるその建物は、国内各地

から移住してきて開拓に取り組んでいた人々

に、安心感を与えたといわれています。以来、

i 75年の歳月を経た現在、根釧原野は31万頭の

乳牛が飼養され、全国生乳生産量の15％のシ

ェアを有する一大酪農地帯となっています。

開拓の初期には穀類や豆類の栽培が主であ

りましたが、痔薄な上壌と冷涼な気象という
,. ’• 
し 1 厳しい自然条件のもとで、度重なる凶作に苦

しんでおりました。そうした状況を打開する

ために、支場の創立早々から家畜を導人した

龍同農業を、さらには酪農を取り入れた主畜

農業を提唱し、あわせて飼料作物の選定や栽

培方法の調査 ・研究をすすめました。このこ

とが、今日の根釧酪農への道筋を方向づけた

ものといえるかと思います。

＇ 戦後、昭和25年の農業試験研究機関の整理

統合i袢、 — って道立農業試験場根室支場となり、

岱 附和39年には本支場制廃止により道立根釧農

粟試験場となって今日に至っております。そ

の間、パイロットファーム事業や新酪農村建

設事業などの大プロジェクトに場をあげて参

加し、技術的支援や調査・研究に取り組んで

きました。

なかでも昭和33年から継続して進めてきた、

良質なサイレージを安定して大量にかつ省力

的に調製する技術や、牧草サイレージを主体

とした乳牛飼養法の各種試験で得られた成果

が広く普及して、根釧地域の特色である大規

模・草地型酪農となって定着しています。

2．再編・整備後の新たな出発

近年、農畜産物の自由化と国際化が急速に

進展し、本道の農業と畜産が大きな転換期を

迎えている状況を受けて、平成10年に「道立

農業試験場新研究基本計画」が策定され、道

立農試10場の研究推進方向、再編・整備の基

本方向と計画を定めました。これらの計画に

基づいて、平成12年に衛生・バイテクなどの

部門を除いた酪農関係の研究を根釧農試に集

中化し、酪農の専門場としての性格を明確に

しました。あわせて地域対応として釧路・根

室圏を分担しています。

同時に昭和 2年以来、慎れ親しんできた庁

舎の老朽化、狭陰化が著しいことから、現在

地での新庁舎建設が開始され、 4年越しのエ

17 



• Jiを経て平成 15年10月に完成しました っ 研究

庁舎および試験牛舎ともこれまでの約 3倍の

広さとなり、笑しいデザインと機能性を持っ

た施設と、蚊新の高度な研究備品が多数装備

されました ）

3.職員、組織の概要

現在、職員数は73名（研究職員32名、技能

職貝28名、専門技術貝 4名、事務職貝 9名）

です：敷地面積は28lha（牧草地など143ha、

庁舎 l棟4,500面、牛舎 3棟7.970rri、その他

施設29棟延べ9.140rri) あり、乳牛160頭、め

ん平14頭が飼花されています

組織としては研究部に 7つの研究科が（乳

牛飼投科、乳牛繁殖科、乳質生理科、酪製施

設科、経営科、収地環境科、作物科）設骰さ

れて、全道的な視野で酪牒に関する総合的な

試験研究を行っており、今は特に環境に配慮

しながら省力かつ低コストで安全 ・尚品質な

牛乳の生産技術の開発に力をおいています，

また、平成12年に新設された技術普及部は

従来の専門技術且宰として行なってきた牒業

改良普及センタ ーヘの指祁・支援に加えて、

研究職員の次長のドに技術休系化チームを配

irtして、新技術の総合化と現地実証試験に取

り組んでいます ．総務課と行理科は研究業務

の円滑な遂行を支援しています。

4.酪農のさらなる発展に向けて

股産物の自由化や市場原理の祁人など、北

海道の稲作や畑作が大きな困難に直面してい

る中で、酪牒は生産屈、牒家所得ともに今な

お伸びている元気な部門と見られています。

しかしながら、梢?t者の食品の品質や安全性

への見）jが厳しくなる一方で、 BSEの発生や

偽装表示などを契機として安心と位頼も求め

られるようになっていますu

18 

酪製のいっそうの発展に向けて、根鍵請

試験場では「人と牛と環境にやさしい阻

を研究の理念とし、柱として 7本のテーマそ

かかげています，それらを列記すると l貨

循環と環境調和、 2乳牛の健康増進、 ，3如

でおいしい牛乳、 4，高品質粗飼料の牛忙、'

省力と低コスト、 か新技術の将及と実1』、 9

地域股業の活性化です

このたびの新庁舎の完成で供用される冦

的な施設や備品は、 に記のテーマにそった

罠研究の裔度化や効率的な推進の大きな）J'.

なります 例えば、「香り成分分析装閃；

牛乳や乳製品の風味の解析と向上のため哨

究に欠かせません 牛を個体識別して採針

や採食時間をリアルタイムで記録し、給餌

限もできる「自動社は器付き飼梢」は、群

理での個体ごとの採食址や巽なる飼料に対了

る採食性の比較ができます

「搾乳ロボット」の活用技術は酪塁労酎

軽減と時間短縮のための画期的な道具としく

「バイオガスプラント」はふん尿の処理とt

効利用に向けて、また呼気分析を備えた [R

謝試験装囮」は地球温暖化ガスであるメタ I

の発生屈の抑制に向けて、これまではでき{;

かった試験の実施を可能にしてくれました

新しい試験場に対して地元の生産者をは、

め、関係機関や団休の関心も非常に高く、イ

でに2,600人を超える視察者を受け入れ＜

試験場のみならず酪罠に対する理解を深か

ことに役吃っています。

畜経技術 2邸年3月
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主要家畜品種成立史

(15)デイリーショートホーン
伊藤 晃（いとう あきら） 畜産システム研究所

1.起源

＇ 

ショートホーン (Shorthorn)種は、イギ

リス・イングランド東北部のダーラム、ノー

ザンバランド、ヨーク諸,J-i・Iが原産地である。

ティース川にまたがるヨークシャーおよびダ

ーラムの沃野で品種として成立した。かつて、

アメリカにおいて、ショートホーン種のこと

がダーラム (Durham) と呼ばれたのは、こ

のためである。なお、ショートホーン種とい

う名称は、初期の育種家が選抜と育種によっ

て、原産地地方にいたロングホーンの牛の角

を短くしたことからきている。

ショートホーンの起源は、古くはイングラ

ンドに佼攻したローマ人が持ち込んだ牛およ

びノルマン民族やノルウェー人が侵入した際

に連れてきた牛などが基となって t産牛が作

られ、これにオランダ牛などの多くの牛が交

配されて、その祖先牛が作られたものと考え
1 I られている。この祖先牛は、平凡で均一性を欠

し いた集団であったといわれる。 1740~1750年

° ごろまでの本種は、後に改良されたものに比

べるときわめて粗野で、被毛色もいろいろな

色の混った牛であったと記録されている。

1780年ごろには、かなり有名な育種家がす

でに活躍していて、 1822年に初めて発行され

た本種の登録簿 (Coates'sHerd Book of 

Shorthorn Cattle)にその名が載っている。

‘‘ 
-こで、 18世紀から19世紀にかけての家畜

改良の流れについて、概観してみよう。 18世

＇ rー
9
.
 
,
 ヽ

+
＇じ＂ぃ

写真 1 デイリーショートホーン種雌牛（内藤元男氏提供）

1 9 

紀の半ばに始まったイギリスの産業革命の影

響で、都市に人LIが集中するのにともなって

畜産物の消投が増大し、それに対応するため

に家畜の生産性向上が強く求められた。その

ために、野草地の牧野化、飼料作物と根菜類

の栽培などが促進され、家畜の飼養条件の改

善に努力が払われるとともに、家畜の生産能

カの改良が強く要求された。このような背景

のもとに登場したのがROBERTBAKEWELL 

(1725~1795年）である。彼は178haの農地

を所有するレスター』}|iの紳士農 (gentleman

farmer) である。

彼の改良技術は、その当時までの改良家や

繁殖家の成功例を彼なりにまとめ、それに彼

自身の独創を加えたものと考えられる。それ

らを要約すると、家畜の骨髄標本や防腐液浸

標本を作って研究するとともに、

1) 改良目標を定める。

2) それを実現するために H標に近い形

質 ・能力を示す個体を雌雄ともに重視して選
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抜し交配する

3) 当時忌避されていた近親交配を行ない

形質の固定をはかり、その際思いきった淘汰

を実施する

4) よいと思われる家畜を国内のみならず

外国からも買い入れ、目己の集団に加え育種

索材として利用する

5) 後代検定を有効に実施する そのため

には、雄を必却する際、その（孫の能力を調

介し、成組の良かったものを買い戻す権利を

保有して売却する＾

などと要約される 彼は、肉牛のLonghorn

種やめん平のLeicester種などの品種を作出

した 彼は多くの弟 fを持ったが、よく知ら

れているのは肉用ショートホーン (Beef

Shorthorn)種を作り KげたCOLLING兄弟

とデイリーショートホーン (DairyShorthorn) 

種（写真 1)のBATESである

COLLING兄弟の兄である CHARLES

COLLINGがBAKEWELLを最初に訪れたの

は1783年といわれ、近親繁殖を中心とした改

良技術を学び、ショートホーンの本格的な改

良がスタートした。BAKEWELLが確立した

改良技術を駆使したCOLLING兄弟の努）Jに

より、肉用ショートホーンが育種され、有名

な種雄牛Comet号を作出し、 COLLING畜群

を確立させた

次いで、 THOMASBATES (1775~1849 

年）はこのCOLLING畜群の血統を詳しく調

べ、乳用脊質を簾備したものを作出するため

に、泌乳能力の高いダチェスり（雌）とその

孫娘ダチェス 3Iせ号を 1804年に選び出した。

そして、これらを中心に強い近親繁殖を行な

って、泌乳能力に秀でたダチェス家系を作り

あげた 現在の乳用ショートホーンの多くは、

血統をさかのぼるとそのほとんどがBATES

の畜群に婦するといわれている。

本種は1885年に公認され、 1912年に協会が
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写真 2 第18回国際酪晨会謙の際発行された記念り手
を貼付した初日カパー

設立された＾

なお、乳用のショートホーンとしては、

世紀の初めにイギリスからオーストラリアf

の移民船で述ばれたショートホーンのなか‘

ら、オーストラリアのニューサウスウェー

ス州イラワラで、多乳のものを選び分離しt:

イラワラショートホーン (Illawarra

Shorthorn)種がある。写真 2は、 1970年J

月12~161:lにオーストラリアのシドニーで

催された第 18 lnlの国際酪牒会i
(International Dairy Congress) を記念しく

発行された切手を用いた初 I:]カバ-

(Official First Day Cover) である 切手1:

は、イラワラショートホーンの放牧風屈び

乳・乳製品関係と思われる研究室とが描か！

ネJ]日力／ゞーにはミルクメーターによる乳

定の様子が印刷されている

2.分布

かつては世界で広く飼われており、ヨーC

ッパ諸国をはじめ多くの国に、イギリスが

多数輸出されていたが、現在はイギリス、

メリカ、オーストラリア、南アフリカなど：：

飼われているに過ぎない。その原因は、社

性および産肉性ともにさしたる特色がなヽ

中途半端であるためと考えられる 現産影

あるイギリスにおいても、 1908年には搾乳

の71％を占めていたが、漸次減少を続け、

に第 2 次世界大戦後急速に減少し、 1966~,:
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暉乳牛の 6％に減少するまでとなった そ

の後も漸減を続け2000年の牛群検定では

3.7％を占めるのみである また、アメリカ

では、六大乳川種に数えられていたが、 2000

年の検定記録によると0.1％以ド（全検定牛

432万5000頭中3,672頭）を占めるに過ぎない

状態になっている

3.外貌上の特徴および被毛色

頭は知く、輻広く、額と額とがおおむね等

しい長さを呈する 角は有角のものと無角の

ものがある

被毛色は、純白および暗赤色の一枚のもの、

赤打斑のもの、白地に褐槽毛を混ずるものな

どかなりの変界がみられるが、白地に濃赤色

枡tのものが最も将通である

4.体格・体型の特徴

休型は頚が短く太く、前胸は広く Hij方に突

凰、胸は深く、肋骨の丹曲が大で、 Mの肉

付がよい 行は広く、短く、腰は丈夫で I・字

部にかけて輻広く、肉付がよい 四肢は比較

靡く、乳房は大きく発達している 側望は

知形で肉用｝t！！をポすものと、ホルスタインに

酷似した楔形を堪するものとがあり、変異に

窟みさまざまである

1本格は、雌で休翡130cm、休屯600kg、雄で

邸 145cm、1本碩900~1,000kgぐらいである

5.泌乳能力の特徴

泌乳能力は、乳虻4,000kg(1970年ごろの

イギリスにおける牛群検定の平均4.145kg)、

乳脂率3.6％ぐらいといわれていた その後、

アメリカにおける急速な迎伝的改良の影曹を

受けて伯］ tした 2000年のICAR（家畜の能

)J検定に関する国際委員会）の まとめでは、

平均でイギリスでは乳屈5,695kg、乳脂率

3.85%、乳慨白質率3.29%、アメリカではそ

れぞれ7.669kg、3.62%、3.25%、オーストラ

リアのイラワラショートホーンで5,032kg、

4.05%、3.43％をぷしている U

6.わが国との関係

わが国には、明治 4~ 5 (1871 ~72) 年に

イギリスからの輸入が初めてとされるが、出

録として明らかなのは、明治 6 (1873) 年に

エドウィン・ダンがショートホーン種など40

頭を開拓使第 3官園（束京 ・麻布）へ輸人し

たのが初めである エドウィン ・ダンは、こ

れらの家畜をつれて北海道に移った 次いで

明治l0(1877）年には、宮内省ド総種畜楊に

アメリカから雌15頭が輸人された このよう

に、明治初期にはこの品種が産乳利用の l]的

で各地で飼壺された 特に、北海逍では広く

飼必・繁殖されていた 明治44(1911)年の

北海道の供用種雄牛についての統計では、シ

ョートホーン純粋種雄牛60数頭が繁殖に供さ

れていた しかし、本種は乳用 H的にしろ、

肉用目的にしろ、さしたる特徴がなく中途‘ド

端であったために、乳牛としての孟要が乏し

く、産乳址の多いホルスタインに次第に圧倒

されて減少を続け、最後まで純枠種を維持し

ていた北海道でも、昭和40年前後に純枠種と

しては絶滅した

以 l-．のように、本種は乳用種としては芳しく

なかった。しかし、肉用種としては南部牛の改

良に用いられ、 L:1本短角種の成立に寄与した。

その発端は、明治180855)年に南部牛の改良の

ために、宮内省下総種畜場および北海道から

雄牛が祁人されたことにあるといわれている

なお、乳用種として戦後間もない昭和27

(1952) 年に、オ ーストラリアからイラワラ

ショートホーン種70頭余りが長崎県に輸入さ

れた。しかし、輸送時の トラプルなどから、

繁殖成績および産乳祉に問題があり、昭和40

年前後に絶滅した。
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海外情報 1 』

非定型BSEをめぐる状況

小野寺 節 （おのでら たかし）東京大学大学院農学生命科学研究科応用免疫学教室

l.はじめに

国際プリオン病会議が2003年10月8日から

10日まで、 ドイツのミュンヘンで開催された。

約50の講演と300以上のポスター発表があり、

650人を超える参加者があった。

BSEは牛に異常プリオン蛋白質が蓄積する

ことにより発生する病気である。もともと休

内に存在する正常プリオン蛋白質が何らかの

原因により異常化し、その構成分子の立体構

造が変わり、脳に蓄積して神経症状を引き起

こす。異常プリオン蛋白質は蛋白質分解酵素

のプロテオーゼKによる分解に抵抗性を示す。

BSE罹患牛の脳材料をこの酵素で処理すると

正常プリオン蛋白質は分解されても異常プリ

オン蛋白質は残っているので、 ELISAやウ

エスタンブロッティング (WB)、免疫組織

化学的検査で検出ができる。また、 BSE発症

牛の脳材料の病理組織学検査で特徴的な空胞

状の変化が観察される。

BSEは、英国に昔からあるスクレイピーと

いう病気に罹った羊からの臓器などが混った

肉骨粉が牛に給与され、その異常プリオン蛋

白質が伝達されて発生したと考えられた。こ

の異常プリオン蛋白質に汚染された肉骨粉が

多くの国へ輸出されて、世界全体にBSEが拡

散したので、その病原体は異常プリオン蛋白

質の安定した単一の株であると考えられてい

た。
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しかしながら、この国際プリオン病組

において、 実は、 BSEの病原体の異常プリ1

ン蛋白質には何種類かある可能性があII

イタリア、フランスおよび日本から、今i

での従来型BSEとは異なる異常プリオン酎

質によると考えられる非定型BSEの存在恨

らかにされた。これらの非定型BSEの病屈

が新たなものなのか、従来型BSEと同じプ11

オン蛋白質によるのかは、さらに研究が•i

要である。

2.世界の非定型BSEに関する状

況

この国際プリオン病会議や日本からI!)

Websiteを通して、新たに明らかにされた祈

定型BSEのW Bにおけるパターンは従来l

BSEと異なっていた。 しかも、イタリアの牙

定型BSEと日本で発生した非定型BSEに外

ても微妙に異なっていた。

イタリアでは、積極的な監視により 2側

非定型BSEが発見された。 トリノにあるイ！

リア政府の動物衛生研究所にあるマリア 'ii

ラメリ博士のグループは、食肉処理場におj

るELISAによるBSEの一次検査で陽性を形

た110頭の牛の脳材料について、 WBを釦

て詳細に検査した。その結果、 11歳と15創

牛の脳材料に、今までにない型のプリオン[

白質のバンドを発見した。この異常プリが

蛋白質のWB型は従来型BSEの異常プリが

畜産技術 2004年3月t



服自質のWB型とわずかに異なっていた ，，

BSEの病原体の異常プリオン蛋白質は蛋白分

解酵素（プロテナーゼK) による分解に対し

て抵抗性で、この処理をしても残るので、プ

ロテナーゼk処理材料についてWBを行なっ

たその結果、従来型のBSEの異常プリオン

蛋白質では 2本糖鎖のところのバンドがhとも

沿くなる それに対し、この 2頭の牛からの

異常プリオン蛋白質では、無糖鎖と 1本糖鎖

のところのバンドが濃くなっていた（図 1)。

すなわち、従米型BSEのWB型では 2本糖鎖

バンド（分子塊）が質屈の大部分を占めるが、

非定型BSEのWB刑では 1本糖鎖バンド（分

子塊）が質虻の大部分を占めていた さらに、

イタリア例では、無糖鎖のバンドは、分 f屎

の小さいところに位問していた また、この

非定朋BSEにはプリオン迫伝 fの変異はみら

れなかった。

イタリアにおける免疫組織化学的検査では、

従来朋BSEの病変、非定刑BSEの病変ともに

プリオン蛋白質に対するモノクローナル抗体

(6H4)で染色可能であった しかし、脳に

おける病変形成部位は従来咽BSEと非定型

BSEでは異なっていた 従来型BSEでは、英

国の典型的なBSEと全く lnlじ像を示し、延髄

の神経細胞やグリア細胞に面状あるいは顆粒

← 

1纏11型分子 ＜二□）， 
1纏11型分子 く：ロニ〉， 
非讐績型分子 ＜二二二二＞

L__J 
・従来型BSE症例 ・わが国の 8例目 ・イタリア非定型

・変異型CJD(Type 4) BSE症例 BSEの 2症例

研 l!lの8例目および

て分子量の小
イタリアの非定型BSEは、従来型BSE¥Type4)に比べ

さい分子 (2
万に移鯰して

ふ）の割合が多く、纏鎮のない分子（ふ）がより下

しる

図1 異常プリオン蛋白質のウェスタンブロッティン

グ法による型の違い

ヽ
状に異常プリオン蛋白質（PrPゞ ）が沈着し

ていた。それに対し、非定型BSEの脳組織の

検査では、大脳前頭葉の皮質と皮質・髄質中

間部に大刑のアミロイド斑がみられた l̂  

イタリアが発表した非定刑BSEの異常プリ

オン蛋白質は従来のELISAやWBを用いた・

次検介により検出がu［能ということであった。

わが国において非定型BSEとされた症例は

茨城県内の食肉処理場で解休された若い牛で

あった このBSE症例の児常プリオン保白質

は蛋白分解酵索のプロテナーゼKによる分解

のしやすさ、およびその分解産物の大きさな

どが、従来型BSEの異常プリオン蛋白質とは

楳なっていたこのBSE症例の異常プリオン

蛋白質のバンドとイタリアにおける非定刑

BSEのものとは、糖鎖パターンに若十相述が

あるが良く似ており、プリオン追伝＋にもイ

タリアの症例と同様に変異はみられなかった。

脳の組織学的検在では、イタリアの非定型

BSEの脳組織にみられたアミロイド斑はなく、

国際プリオン病会議でも様々な議論がなされ

た

わが国で発生したこのBSE症例は「従来型

BSEの病原体の異常プリオン蛋白質とは異な

る性質を持つ異常プリオン蛋白質による

BSE」と判定された 、原生労働省の専門家会

議では、これを「非定型」とし、感染性など

についての検討が必要であるとされた

30000 ％ 

-l42% 6% 
! 1.-1 39％四％

22000 

1型 2型 3型 4型

弧発性CJD 弧発性CJD 成長ホルモン 変異型CJD

投与による医 BSE．ネコ海

原性CJD 面状脳症

図2 ウェスタンブロッティング法による 4種の糖鎖型
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表 非定型BSEの異常プリオン蛋白質が従来型BSEの
異常プリオン蛋白質と異なることを証明する方法

1. 数系統のデ常フ）オンを接種したマウスの訟の『変分布をみる

(bra,n profile 

2.数系統の異常プリオンを接種したマウスの臨床症状をみる

3. 数系統の異常プリオンを接種したマウスの潜伏期の長さをみる

4. 数系統の巽常プリオンを接種したマウスの脳内におけるプロテ

アーセK欺抗性のプリオンの型をウェスタンフロノト法でみる

（マウスを用いたWB法）

英国のコリンジ博七は人の沢常プリオン蛋

白質を 4種類に分類している （図 2)^ この

分類を牛の従米刑BSEの界常プリオン蛋白質

にあてはめてみると第 4刑に属し、またBSE

との関係が強く疑われている人の変異刑クロ

ィッフェルト・ヤコブ狐J(vCJD) の異常プ

リオン蛋l’l質も第 4型に屈している この型

には、分 f・批に多少の差はあるが、 平のスク

レィヒーの界常プリオン蛋白質も属している

この会議では、フランスからも 2頭の非定

利BSEが報?iされたフランスから報告され

た症例も第 4型に属していた。しかし、従来型

BSEの異常プリオン蛍白質より、無糖鎖のバ

ンドが窃い分 f^悶のところに位骰していた2

-}j、イタリアと 11本の非定型BSEは、コ

リンジ博上の分類における 4種の型には属さ

ず、第 5朋として分類される nI能性がある

なお、非定刑BSEの問題は、 2003年11月に

スイスとドイツ、 12月にフランスにおいて、

それぞれOIE(［せ界獣疫機構）の会議で、屯

］．l，I；的に議論された その結論として、 BSEの

診断にあたっては、非定刑BSEの発生もある

という可能性を考應しなければならない ま

た、 BSEの病厭体が 1種類のみであるか、あ

るいは多種の病原体があるのかについては、

さらに多くの非定型BSEの症例について表に

ぷしたような試験により検討して、結論を出

さなければならないとされている。

3.わが国の非定型BSE発生と対
応経過
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2003年10月6[l ：茨城県内の立肉処理桁

解休された’卜が 8例nのBSEとして確認さf

JI:'.,とJ利と判断された。

2003年10月711：農林水廂省はBSE技1§

討会の結呆を受け、茨城県に畜 tが息畜と＇、
てのI［り出をするように指祁した In]時に、

島県、栃木県においても、‘片該牛が創われ<

いたところから、関係する 7股場に牛の移t
庸l」|qもが井わドされたc

10月 9| 1 ：廿森県、岩手県、群馬県おふ

鹿児島県で、 BSE患畜と関連ある＇いがいるこ

とが確品され、これらの牛の移動のI'i成あ；

いは移動制限の措骰がとられた

10月1011：患畜についてのDKA鑑定に：

り、出叩此場が特定され、患畜と 1J:ij}，引した皐

実がない牛の移動制限が解除された

10月15H:福島県内の農場には、 1歳まで

生後 1年以内の息畜と同居し、息畜と同じ§

料を給与された牛は、現在、いないことから

移動制限が解除された 栃木県の息畜が阻

した股場では、 1歳まで生後 1年以内の騎

と同居し、 Inj •の飼料を給かされた牛 2 釦

特定されたので、それ以外の牛の移動制限i

解除された

10月221|：牒林水産省でBSE技術検，i寸会か

開催された その結論の概要を次にがす

(1)今[nlの非定型的なBSEの異常プリオン

蛋白質に係る追伝 f配列については、従知

BSEの界常プリオン蛋白質に係る追伝ぼ

とは相辿ないことが確認されたとの報告がお

り、今回の非定型的なBSEについては凪雌

である可能性はないとの見解がボされた。

(2) BSEの異常プリオン蛋白質に様々な！

イプがあることはむしろ自然であり、今luln

非定型的なBSEについても、従来と同様iJ)月

応を行なうべきとの見解が示された。

(3)今lIllの非定型的なBSEの感染原因＇、 ヽ

令光技術 2001年3IIり



染経路に係る調介については、従来のものと

[μj様、飼料が爪要であり、 9月3011に報府さ

れたBSE疫学検討チームによる疫学的分析結

果報府のシナリオに沿って、飼料の製造から

給与までの交差汚染の可能性などについて調

介すべきとされた

(4)今回の非定朋的なBSEとイタリアおよ

びフランスの1i例との関係については、イタ

リアの事例とは梢鎖パターンに相辿があり、

フランスの井例については、従来のタイプと

は異なるとの見解が示され、今Injのし『・例を含

め、新たなタイプのBSEについては、諸外国

や国際機関とも連携し、調介を進めて行くべ

きとの見解がぷされた。

4.ミュンヘン会議におけるその

他の興味ある報告

もし、プリオン蛋白質が invitroで増幅で

きるなら、診断の感度が飛躍的に t外し、休

液による診断や生体での診断がuJ能になると

考えられる 今までのプリオン蛍白質の in

i-itro増幅法の原埋は、スクレイピーの児常

プリオン班白質 (PrPヽC) を超音波や稀釈に

よって小さな分子に分解して核にし、新たな

分子の凝集塊を形成させるものであるい こ

の方法により、分 fが凝集塊を形成して異常

プリオン蛋白質にな っていく分 f一生物学的な

過程が明らかにできると考えられる しかし、

この方法による分 f凝集塊形成はハムスター

のプリオン蛋白質を用いての実験では可能で

あったが、牛や人では成功していない，

正常フリオン保白質 (PrPc)がPrPゞ に変

換する際には、未知の因 -fproteinXの介在

が考えられている しかし、 Supattapone氏

はこの変換過程には、ある種のRNAが介在

するという仮説を発表し、異常プリオン蛋白

質が産生される時には、ある種のRNAの転

写に1行上追伝 fが関与するかもしれないと報

告した

プリオニクス社のKuhn氏はモノクローナ

ル抗体15B3はPrPゞ と特異的に反応し、 PrPゞ

とスパイクした血液中の異常プリオンを高感

度で検出できるので、 BSEをはじめ様々なプ

リオン病の生体診断が可能になることを発表

したJ

参考文献

l. Deleault. et al.: Nature, 125, 717 (2003) 

2. Biacabe. A.G.. et al.: Embo. Rep.. 5. 110-115(2004) 
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-［否亙堕頃〕ー一

Ha Giang省のill佑地帝には少数民族が多く居住する 谷底まで水を汲みに行くのはifい女性

のfl品であり、徒歩で行くのが ・・般的であるが、裕船な家庭では小I利在来馬を利JI]するし少数

民族の女性は杵段から民族衣装を身にまとっている

（畜産 I',¥：地研究所占川力）
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第3回国際牧草芝草分子育種
シンポジウムの概要

高溝 正（たかみぞ ただし） 畜産草地研究所育種工学研究室

l.はじめに

国際牧尊芝雄分 f育種シンポジウム

(Molecular Breeding of Forage and Turf. 

Third International Symposium : MBFT) 

は、 1998年 3月に箪地試験場（現、畜産草地

研究所）で行なわれた国際ワークショップ

「Utilizationof transgenic plant and genome 

analysis in forage crops」が端緒となったシ

ンポジウムである。 2000年11月にはオースト

ラリアラトロープ大学において第 2回

「MolecularBreeding of Forage Crops 2000」

が開催された 今回は牧草だけでなく芝草類

まで対象を広げ、米国テキサス州ダラスにお

いて、 2003年 5月18日～22flに開備された。

‘片シンポジウムの講演要旨はホームページ

(http：りwww.register-for.com.MBFT) で

見ることができる 今lnlのシンポジウムの主

催者はサミュエルロバーツノウプル財団
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■アメリカ

::__日本

■オーストラリア

□ニュージーランド

■英国
--:、］ァ／マーク

その他

図 MBFTシンポジウムヘの各国からの参加者数

(SRNF) で、テキサスA&M大学の協力も

ていた．、 登録した参加者は全部で330人I!.

で、そのうち130人がアメリカ、「1本は？

ロに多く、 15人が参加した（図） ここでi;

」：な講演とポスター発表について紹介する

2.シンポジウムの内容

基調講演はSRNFのR.A.Dixon博士とか

ストラリアのラトロープ大学のG.Spangenbe1. 

博十が行なった。

Dixon博上は、「GenomicsからGMOへと

題して、バイオテクノロジーによりアル7

ルファの梢化性や嗜好性を lr:iJr.させる研究t

博七自身が長年続けてきたこと、今後はケ

ム研究のためのマメ科モデル植物としく

Medicago truncatulaの直要性がより増すで

あろうこと、さらに家畜の健康•福祉に資1

るとともに家畜排泄物や温宅ガスを減少ざど

しかも環檄に1憂しい組換え飼料作物の開発が

待ち望まれることを力説した。

一方、 Spangenberg博士は、牧雄芝［瀑

おける追伝 f単離、発現解析、メタポロー9

解析およびそれらを用いた分子村種に関しく

近年開発されたハイスループットな技法とそ

れによる蚊新成果を紹介した(

続いて講演に入り、畜産雌地研究所の屈t

キ任研究官により、ライグラス類の耐雑

DNAマーカーの研究レビュー、さらに彬

び病抵抗性遺伝 fに極めて密接に連鎖すが



ーカーの肌離について報内がなされた 同様

の研究はペレニアルライグラスを川いてベル

ギーなど諸外国で行なわれており、この報告

は翡い関心を集め、ティータイムなどで議論

に花が咲いた —

国際既林水産業研究センターの中川研究交

流科艮（前畜産 1';1：地研究所）は連鎖解析と

BACライプラリーを用いたギニアグラスの

アポミクシス追伝 f• の i札離に関する最新成呆

を報告した アホミクシス追伝fは屈親と令

<l司迅i伝 f•型の子供を大拭に増やすことが

できる遺伝 fで、 もしこの追伝 f•が i附離され

て形質転換により、他作物での発現が可能と

なればトウモロコシなどのF]品種のヘテロ

シスをただちに固定できるので、有種に及ぽ

すインパクトは極めて人きい 同様の研究を

行なっていると息われる会場の聴衆から、進

捗状況について鋭い質問が浴びせられていた＾

その他のわがlk」からの報告としては、宮崎

大学の明石研究室グループが暖地型牧『達を中

心とした組換え1本作出技術の改良やシバの多

刑解析について、畜産位地研究所の喰者らが

硝酸性窄素低減のためのCLC逍伝 f麻入のア

プローチについて、北海道牒研イネ科牧草脊

札研究室のグループが北海道大と共同でペレ

ニアルライグラスの低温諺導性の追伝 fの解

析について、 n本草地畜産協会飼料作物研究

所のグループがイタリアンライグラスのマ ッ

ヒングについてポスター発表した。

先般、茨城県の谷和1原村では、 一般股家の

栽培する組換えダイズが組換え作物反対派活

舷らにより、不法に t中に鋤きこまれてし

まったが、 In]様の＇胆例は欧州では古くより中

欠かない。また、チャールズ磨太子が組換え

作物を否定したことも大きく影響してか、欧

州では組換え作物のPA （パプリック・アク

セプタ ンス）がなかなか得られず、研究は停

-
滞気味である デンマークの牧箪種子会社の

DLF-Trifoliumでは、創料作物独自（ペレニ

アルライグラスから）のプロモータ凩離など、

この分野での先端を行く成果を出しているが、

具体的な品種への実用化については令く見通

しが立たないと研究貝はI奥いていた そうは

いいながらも、組換え体研究を続けている数

少ないヨーロッハの企業として、今回はシロ

イヌナズナとほとんど同じゲノムサイズで、

新たなイネ科実験モデル植物として期待され

るBrachypodiumdistachyonの効率的な形質

転換系確立を報告した。

-jj、アメリカでは組換え休作出に対する

規制がはるかに緩いので、 SRNFのZ.Wang 

やA.Hopkinsらにより、 トールフェスク組

換え休を野外でいろいろな距離に配置して、

どのくらい化粉が飛散するかというアメリカ

ならではの大胆な実験が行なわれ、同情の違

いを大いに感じさせられた しかし、最近で

はアメリカでも、 USDAの研究機関は組換え

実験に対してかなり禎前な態度をぷすように

なってきたとの情報もある そんな状況を反

映してか、芝収類でbarnase追伝子、あるい

はイネの化粉特異的追伝了のアンチセンスを

祁人して、雄性不稔を人工的に起こさせ、組

換え体の化粉を作らせないようにする実験も

民間企業のHybriGeneにより報告されていた。

同様な視、1ばから、マンチェスター大学とニュ

ージーランドのベンチャー企業が共同で、ペ

レニアライグラスにおいて葉緑休DNAによ

る形質転換法（策緑体を通じてしか遺伝しな

いので迫伝チ拡散がほとんどない）を開発中

とのことであった

WangのグループのChenはリグニンの生合

成に係る酵索 (CAD,COMT)のアンチセン

ス追伝子をトールフェスクに祁人し、消化性

が改善できたと報告した。しかし、発表終r
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後に個人的に交わした会話では、 iiり化性が改

倍されて、なおかつ、他の牒業的特性も優れ

たものを屈産するには、プロモータの改良な

どが必要であり、まだ時間がかかるであろう

とのことだった。

この他に組換え技術により牧収の梢化性や

嗜好性にかかわる形質を改変した例としては、

ご次代謝の各種酵索を改変してフロアントシ

アニジンを作らせて鼓張症をlnl避したり、家

畜や人にとってより健康的な脂肪酸を牧位に

作らせる例（ニュージーランドAgResearch

社など）が報告されていた

また、除草剤耐性やBtによる耐虫性のよ

うに生産者だけにメリットがある組換え体か

ら、腎臓病患者が食べると人「退透析がイ＜要に

なる米のようにユーザーにメリットがある第

二世代組換え体の開発が急務となっている

そこで、ラトロープ大学のグループは牧享類

において花粉アレルゲンを減少させたイタリ

アンライグラスを報告した｀さらに、アルフ

ァルファにフィタ ーゼなどのいろいろな酵索

を人［しに作らせるいわゆる molecular

farmingについてもウィスコンシン人学など

から報1知があった

糾換え体研究とならぶ、もう—つの重要な

牧草ゲノム研究の柱は脊種へのDNAマーカ

ー利用である そのためには、各作物で連鎖

地図の作成やQTL解析が必要となるが、最

近では、そのためのマーカーはほとんどSSR

やAFLPが用いられ、 RFLPやRAPDはほぼ

廃れたようであった 詳細な連鎖地図を作っ

て、染色体 Kのどこにn的とする追伝 fがイf

在するかを明らかにし、さらに insitu 

hybridizationを用いて実際に日で確認もする

というのがつのルーティンワークとなりつ

つある 例えば、メドウフェスクでは春化を

制御する追伝子は第 4番染色体にあることが
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ノルウェーI：と科大学のグループにより H肋

にされた

多くの牧収類は、特にヨーロッパでは廿

から野生している楊合が多いので、野生I!)

体群の由米や変遷を明らかにするたか

DNAマーカーを川いる研究がいくつか酎

されていた 例えば、これも同じグループi:

よるが、ノルウェーの野牛メドウフェスク!

団はAFLP解析の結果から 3群に分類さI,

1群は陸続きで伝播し、 2群、 3群はそれぞ

れ別の海芹経Itlで中西部と南部にもたらさi

たものと結論していた。

その他に特喰すべき分野としては、エン i’

ファイト（牧点の根などに共生して投分をt

らう一方で、宿七植物に耐悼性や耐虫性な：

の有用形質を付与する菌類）について、か

ストラリア、ニュージーランドの研究者がi

んに分(-生物学的な研究をしていたーそれら

はEST-SSR配列の変界の解析やエンド77

イトが産生するアルカロイドの遺伝＋の崩

などさまざまであった。

3.おわりに

会場となったテキサス州ダラスのホテ糾

は4台のラップトップパソコンによる無桐

インターネットコーナーが設けられ、国外か

らの参加者には大人気であった，唯者もそこ

でプロジェクト研究の電要な連絡などができ

さらに日本国内の研究者に配信することが<

きて助かった 会議の 31:1目はSRNFの見f

旅行1:1で、発表会場からバスで 2時間以上t

かったところのだだっ広い ‘r•野に、広大なヽ

室群や大規模圃場を備えた立派な研究施誰

があり、アメリカの底力を見せつけられt

今阿、上催者のSRNFから参加した35人が

ちの13近くはWangやChenを始めとしく

中国やバングラデシュなどアジア系の研甘



であり、随所で彼らのエネルギッシュな活動

が際立っていた

ウィスの英国州地環埃研究所 (IGER) で行

なわれる予定である (http:1twww.igc2005 

日本からは15人の参加者があり、アメリカ

に次いで多かったが、ホスター発表の内容は

参加者数の少ない他国に比べて全体的にレベ

ルが低く、研究の加述の必要性を大いに感じ

て帰途に着いた なお、次同は2005年の 6)]

26Hからアイルランドで開催される国際俵地

学会のサテライトシンポジウムとして、 7月

3f:l~5El に英国ウェールズ）•l·I アベリストゥ

.com post_congress.htm)。少し気が早いが、

その次 (2007年）は再びわが同での開1itが

内々に検討されている IGERといえば古く

より牧芍研究のメッカとして知られ、わが同

からも留学あるいは』j|lllした研究者は多い。

2005年も引き続き本シンポジウムに批界各国

から多数の牧収ゲノム研究者が参加すること

を期待する＾
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平成16年度財団法人伊藤記念財団助成応募要項

1 助成の目的

この助成は、食l勾に1刈する研究または訟J介を行なう人‘‘;'べがの研究機l¥!Jに対して助成金を父付し、研究な

どの推追を辿じて名 9屯染およひ食品 1屯又0)振映と 1•11( 食 ’Iぷりの安定に :ttすることを IJ 的とし ております

2 一般研究調査

(I) .般研究または潤介の範l用は、次のとおりとします

1食肉の処則、 ）JIIにおよぴ1呆付技術のIhj卜などに1灯する研究または潤1f.

2 ftl勾および食肉製品の食品l,1勺価仙 （機能竹、 栄 1送性、 物ヤI:、 安令ヤI：な ど）の1,,JIこなどに関する研究ま

たは逍ft
3 氏肉およぴ食肉製品の品質 l••J Iこなどに‘ぶ‘)・す る‘求俗’l濱t (i(1殖、飼必、飼判、疾紺、環樟など） に関

する研究または潤1t

1紅l勾およぴ食肉製品の流辿なとに 1刈する研究または；Jい介

5その他助成の趣旨に照らして ‘111Ul化が必＇以と，；公めるリ I瓜に係る研究または；JM介

(2) 助成令額

1 11・‘りたり (/)LJ)JI戊金額は、概ね50Jj―Iリ以 1・.250}ilリ以ドの範l用と します

3 特定研究調査

l) 1l;.i.:'.h)［究潤介の諜俎は、次のとおりとします

！食肉およひ食肉製品の邸齢者対応食品に1刈する 1}il発研究について．J

12)助｝戊金額

l f1ー、りたりの助成金額は、 250}j円を限1文とします

4 助成の対象者

助成の対集者は、 2およぴ 3に4易げる研究または濶介を行なう K学などの研究機関とします

5 助成金の使途

研究または瀾介の II(Iりおよひ，d・11hjに照らして合理的な範囲とします

6 応募方法

(I) 、liu41•HI所定の Il 心'i/lJ 紙に必＇炭 'l叫を叫人し、 11-.i,ilJ 各 1 部を ‘'1 財 l·tl あてに送付してくたさい

` 2) 111,91WIJ紙 0)砧求は、 1|1,91¥JIJ紙込1J'.,Lの郵便番り、 1l班、研究機関名、役戚および氏名なとを 1リJ,iじ(/)う

又、ヽ 1111-ll・りあてにF¥XまたはE-mailで行な ってくださし ‘o ‘’1;；女i;,＼求内を受1,T後、 III、,,',Ill紙をご送付いたし

ます

7 応募締切日

平成 16イ1-4月3011 （金）必ふとします

8 決定通知

， 採否0)糸＇沿＇sは、、ド成16年 6JJ ド旬に通知します

助成対象者の羮務

(1 、ド成17年 1JJ 2211 （令）までに助成研究閤 1f.J戊米拡＇；.：！｝•およぴ助｝戎合の使途についての収上即';. 1りを
こ似Illしていただきます。

この成米船＇図年は、 11J・年発行する「食肉に 1関する助成研究潤介成米 tIip;1'：」などにおいて公表いた

します

,2)研究成米を発J之する場合には、 91財団の助成を受けたことを1・J，記していただきます

＊応ら知のお問合せ、 1|l品）IJ紙ぷ'i求先、 III,u'』1,：送付先

U4|、Hil、人伊藤叫念財l・tl

〒 105-0001 束以都i).fl.)(-1，ヒノ l"J5 J"I I ::i番20サイllIが l1アネックス501

•1じ話： 03-3134- 1186 F,¥X : 03-3131-1256 

E-mail : jimu0 itokincn-zaidan.or.jp 

（じRL:http: www.itokinen,:aidan.or.jp) 

29 



森田光夫
（もりた みつお）

（社家畜改良事業団
家畜改良技術研究所

遺伝検査部

牛の親子判定への
DNA解析技術の

利用

l.はじめに

近年、 DNA解析技術は畜産の分野におい

ても念述に発展し、辿伝病姐伝子の検壺や親

fの判定などに利用されている また、肉質

や増体，りしなどの経済形質に関連する追伝了の

検資法についても一部で利用されつつある

さらに、研究開発が進められており、近い将

米DNA解析によって、より多くの追伝 f•が

検介され、利川されるものと考えられる

家畜改良事業団（以下 ：＇ド業団）が DNA

による検資を開始したのは、平成 4年 (1992

年）にホルスタイン種の追伝病であるBLAD

（牛白血球粘芯イ沼全症）からである 牛の親

f判定にDNA技術を利用する取り組みは、

平成 5年の第 1阿国際比較試験への参加から

始まり、またI中1試験への参加を通して技術の

向上が図られてきた。

平成 6年からは、近い将来のDNA型デー

30 

タベースの構築に備えて、種雄牛や供艇f；

どの検在用，，式料の収集を！）fl始した＾血氾t:

ついては、種雄牛や供卵牛について、これ；

で数 1・年にわたり構築されたデータベース

あり、多くの場合、牛産牛のみの血液を送h

してもらえば親 f判定を行なうことができさ

DNA型においても、親 f判定をスムーズ，：

行なうためには、このようなデータベース‘

必要となる そのため、平成 9年から家釦

伝 f解析技術利用推進 ’li・業が開始さt

DNA氏！！データベースの構築に取り組んでぎ

た このデータベースがかなり允実してきt

ため、平成16年4月 1HよりじにDNA釈

の検在を f定している 本稿ではこれまでO

準備の状況や現状について概説する

2. DNA型検査のメリット、デ
メリット

これまでの牛の親 f判定では、赤血球訊

J利（以ド：血液朋）および血液タンパク質

を利用してきたが、これらの方法で検針恥

を向しさせるためには、新たな抗lfn.itJ・の作`

多刑を持つlfll液タンパク質邸検介の追加など

が必要である 親f判定の精度を向七させQ

ための努力は枇界各国で、過去数 i匂年にわだ

り行なわれてきたが、近年はあまり向しせす

従来の技術での精度の向卜は困難であるとt
えられる。

牛の親＋判定のためのDNA型検介に1;

多刑性に富むマイクロサテライト領域が利胤

されるが、これらの領域はすでに数千ヵ印

確認されているので、これらの中から安定し

て検出でき、より多型性に窟む領域を探し位

して検企項目に追加し、検在粘度を向上さt

ることが可能である また、 DNA型の検§

には、血液ばかりではなく、毛根、精祖);

び肉などあらゆるイi核細胞が利用できること

畜産技術 2⑩4年3!1,
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から細胞レベルでの個体識別や親 f判定、肉

の遺伝的同ィ性の確認などにも拡大できる長

所もある。さらに、血液刑では生後数週間ま

での血液では赤血球への抗原の発視が悪いた

め、約 1ヵ月齢以 I7での採血試料の送付をお

願いしているが、 DNA型での検査では生ま

れてすぐの試料であっても何ら問題はない，

しかし、 DNA型検在にはDNAアナライザ

ーを始め、翡価な設備や特許料を支払う必要

があることやこれまで数 1-年間裕栢してきた

血液刑のデータベースに代わり、新たに

D~A刑のデータベースを構築しなければな

らないという短所がある

3.国際動物遺伝学会主催による

牛DNA型国際比較試験

DKA解析技術を畜産の分野に利用しよう

という国際的な気連の閥まりによって、平成

4年にスイスで開催された国際動物追伝学会

（以下 ：ISAG)で、 DNA刑での国際比較試

験が計画され、平成 5年に検査用試料が送付

された この結果は、平成 6年にチェコでI)fl

備されたISAGでのワークショップで討議さ

れた。その後、表 1に示すようにほぼ 2年に

1度開催され、これまでに 6[111の比較試験が

実施された。准業団はわが国からの唯一の参

訓機関として、検査に使用するDNA邸の絞

り込みや、参加機関の検介技術の向ヒに貞献

してきた。

表1 国際動物遺伝学会(—_ こよる牛DNA型国際比較試験の開催

T-上土芋 2 ドイツ 48 11項目について検査

桟査項目は

”貪査で
、第 1回の乳タンバク質以外は全てマイクロサテライト領域

ある

平成 8年にフランスで開催されたISAGで

は、参加各国が牛の親 f判定用に推奨した31

種類の検査項Hから、国際的に共通して使用

する検介ミ項l1として 9種類が選抜されたし し

かし、その後の比較試験結果から、 9種類の

内の•つが人れ枠わり現在に至っている 。

4．国際的動向

表 1にポしたように、第 31111までの牛

DNA刑国際比較試験では、 tに血液型の比

較試験に参加してきた機関の中で、比較的大

きな機関のみが参加していて限定的であった。

しかし、第 4lnl以降はDNA解析技術の普及

に伴い、従来の血液型への参加機関の多くが

DNA刑への対応に取り組んだために、参加

機関が増加してきたものと考えられる

わが国が凍結精液や受枯卵を輸人している

のはアメリカ、カナダ、オランダおよびフラ

ンスであるが、これらを利用した生産牛の親

子判定は輸入先の検査機関で発行された型を

利用することとなるため、輸人元の検査機関

のDNA型検令の採用が欠せない

オランダでは平成10年 (1998年）にDNA

型を採川し、カナダ、フランスがそれに続い

たが、アメリカでの採川は遅れ、平成15年

(2003年） 1月からの採用であった。 これは

アメリカホルスタイン協会がDNA型検査へ

の移行に恨重であったからである アメリカ

でのDNA刑の採用が遅れたことから、現状

ではアメリカからの輸入受精卵などについて

は、血液型のみでDNA型データのないもの

が多いが、いずれ解梢されるものと考えられ

る

5.事業団での検査項目

事業団では、国際動物遺伝学会 (ISAG)

が推奨している 9種類の検査項目の他に同際
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的に多数の研究室で採川されている 2項 Il、

さらに畜1屯技術協会が'.I,¥"[和種を川いて開発

した 2項llを含む13項IIを）よ本検介項Hとし

て、令ての検査に使用している そして、こ

れらの項 IIによる種雄牛や供卵牛のDNA型

データベースを構築してきた

しかし、 1:tiしの項Hによる基本検介によっ

て判断のつかないような場合には、さらに11

項l=Iの補完検和こよって検在を行なうことと

している

表2 DNA!旦検査による牛の親子判定の精度 （父帽印

基本検査国

虫自の項目 (4項目 ）

lヽヽ
1 

毛牙If ホルスタイ9

0 99850 
0.95120 096056 

099987 09999ヽ

0 99968 
099999 

表 3 DNA型検査頭敬 （平成15年9月30893

--- - 四，毛和i:tの他の肉用utlレス？イン檜その他の担胆9合K
種雄牛 7-132 490 4,196 169 "郷
供卵牛 23.981 174 4,749 67 28,9'' 

その他 86,823 574 14,639 85 102 f? 
合計 117936 1,238 23.584 321 143.C:'l 

6.検査精度

表 2に黒毛和種とホルスタイン種のDNA

現！検査による親―f判定の梢疫を示したC, 親了→

判定の粘疫は父権否定率（l:J:子関係が止しい

と仮定した場合に誤った父を検出できる確

和でぷされるが、基本検1f.13項Ilでは黒毛

和種で0.99987、ホルスタイン種で0.99994で

あり、従米の血液刑検在（父権否定）祁は約

0.985、血液タンパク質型を含む）に比べ大

幅に精度が向上することとなり、これまで実

際には親f関係が間迩っていても、間迩いだ

と占えなかったケースでも、的確に1iil迎いを

指摘できるようになる。

また、基本検令では親f•関係の間辿いを明

確に指摘できない場合、すなわち疑わしい場

合、さらに11項nの補‘；し検介をすることでよ

り止確な結果をrJI込者に返すことができるよ

うになる u

7. DNA型データベース整備状

況

‘I;•成 10年度から、それまで俗積した種雄牛

や供卵牛の試料を用いてDNA型の検介を開

始し、平成15年 9月末Hまでに約14万頭（交

雑種は除く）の血統梢報を持つ個体の検介を

実施したっ表 3にその内訳をぷしたが、種雄

検査の種類

登鎌申請雄牛の親子判定

供卵牛の親子判定

受精卵移撞生産牛の親子判定

後代検定の親子判定

全検査

黒毛和種

944% 

90.9% 

85.7% 

982% 

885% 

牛については約 1Jj 2千頭、供卵牛で約”

9千頭、その他として約10h2 T•頭を検査ッ

た その他の検究の中には、将米種雄牛や

卵牛として使川される個休も含まれてい；

これらの検介済みの個体の試料は、全く

DNAあるいは血液で保存してあり、再詞

することが可能である

このデータベースに登録された個休（父わ

r:J:'1:）のDKA刑を利用して親 f判定を1、:

した場合、表 4に示すように黒毛和科で

88.5%、ホルスタイン種で78.4％がDNA呪

みで対応できる状況である 、rnL;和種の叩

対応できない牛の多くは、 1吐牛のDKA附

未検査であるためであり、父牛が未検介尻

のはごく僅かである。特に、検在件数の多：

受籾卵移植牛産'l：の粒牛すなわち供卵牛：：

DNA朋検在のされていないものが多い，，ネ

ルスタイン種の場合も同様に屈牛のDNA月

が未検介で対応できないものが多いが、 そO

約30％はアメリカからの輸人受籾卵で、 1i

リカがDNA制を昨年まで検介していなか/

たため、血液利の情報しか手に入らなかっt

ためである。アメリカから煉結枷夜で輸終
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れる種雄牛についても血液I利の11i報しか手に

人らなかったが、 1i業団が独l’1にi束結粘液を

翡人しDNA1~~ を検在してきたことから、父

牛が未検介のものはごく 惰I>となった

DNA凡，!検査で対応できない説子判定の巾

し込みについては、引き続き血液I利で対応す

るf定である

8.遺伝子型検査等技術審議会

事業団では、大学や研究機関の専門家およ

び登録協会関係者で構成される標記の審議会

を組織し、 家畜のDNA型検介指針」を作成

している そして、施設や検介ミ員の），い準など

を定めると共に、「牛のDKA咆検究店準」を

） 作成し、検在法や判定の桔準などを定め、正

確で信頼される検介の実施に努めている

9.おわりに

U頭でも述べたが、 Lh業団は‘F)成16年4月

1 LJより DNA)りでの視 r・判定に移行する f

定である しかし、 DNA朋が未検在の父l:J:

牛があるため、 ・部の1|lし込みについては血

液型検在も継続する必要がある

血液剋検介の場合、血液が必要であるが、

DNA朋検1tではt根試料でも検在が可能で

ある 毛根の場合であれば採血手数料ば必要

なくなることから、 l|l込者の負担を軽減する

ことができる 現在は、血液朋で対応せざる

を得ないものも相当あるため、ヽli血検介試料

はIfll液とするが、近い将来、 DNA咆データ

ベースがより允実されれば、毛根試料による

検究に移行したいと考えている＾そのために

は未検在牛の検介を進めることおよび毛根，式

料の採取技術において1関係者の坪解を深める

ことなどが必要であることから、関係機関に

よる附の協力をお顧いしたい。

、入：ベベベベ^ァ、ママ• ^^ 7,.....穴;.---srv--:r rゞ rゞマrマ,..ヘアヘアヘ7 fゞゞーアベた→べ 7^rてクマアマ-マヘテマrヘv-,rvベた<—7^:rマアマ9VV9r 7ヽr rゞマ

＊ 「学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ」記事の募集

位誌の学会・研究会・シンホジウム等のお知らせ に畜廂・獣阪技術に1対する学会・ シンポジウムなどの

飢物の復を 6カ）j前から掲載し、畜産関係者の使に供しております

もしこ予定がありましたら、行ji 名、 II 時、会場、連絡先を編集l~務 l,J宛に、随時、お送りドさい

＊写真の募集

畜産技術」ょの表紙の写具を経集しています
カラープリン ト、または、カラースライド？i良でご送付ください

タイトルと100字程度の間れな説明、撮影者名などをつけてください
椙瓜．’Ji務｝，iでは送付された‘If-具の中から選んで掲載したいと思います

掲載した場合には薄謝をさしあげます

送り先： （社）畜産技術協会 企画情報部

〒113-0034 東京都文京区湯島3-20-9 緬羊会館

TEL : 03-3836-2301 FAX : 03-3836-2302 

E—メール： jlta@group.lin.go.jp
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高知県

仲良し女性グルーフの
堆肥で町つくり

34 

実践記録

安牲秀実（あき ひでみ）

高知県畜産課

1.はじめに

高知県では、頑固者は「いごっそう」と

ばれる ところがこの「いごっそう」逹を［

くいなしてしまう女性逹がいる 彼女たも！

私たちは敬愛して「はちきん」と呼んで只

翡知の中西部を流れる四ガ川のヒ中流他

の罪川町には、町ぐるみで地元堆肥センター

の牛ふん堆肥をベースに牛ごみ分解処罪柘

製品化し、生ごみの堆肥化とその堆肥を化

た化づくりを展開させた「はちきん」グルー

プがある そんな彼女達の活動を紹介して';

よう，

2．ヤング・スマイル ・クラブ

(YSC)の発足

ヤング・スマイル・クラプは平成元年12i

にJA窪川町（現JA四万 I・）ショウガ甘紅

の婦人13名の「仲良しグループ」として発［

し、股業簿記の継続的な学習や塁業施設・

果物市場の施設研修を屯ねていた その祉

で自分たちが農業経営に「たんなる労働｝J

提供者」としてしか関わってなかったことt

反省するようになってきた。この反竹桝

今後は「経営の良きパートナー」になるこ！

が必要であると痛感し、牒業の原点であ..

「土づくり」、「堆肥づくり」の学習を始めぐ

この過程で地元の堆肥センターと密接な開4

りをもつことになった，

3.生ゴミ分解促進剤「かえるh
ど」を堆肥センターに提案

「堆肥づくり」の学習成果として、 Hi'

立場から鉦II家庭から出る生ゴミを手社：：

肥にできる「生ゴミ分解促進剤」を堆が

料として開発することを堆肥センターに札

した。堆肥センターでは、この提案をが

畜発技術泣泊•3

△ 



何度かの試作品を製造し、ヤング・スマイ

ル・クラプが生ゴミ分解効果の確認作業を行

ない、平成 6年 3月に生ゴミ分解促進剤「か

えるんど」が商品化された。

4.大きな反響と薄かった地元の

関心

この「かえるんど」の発売と前後して、ヤ

ング・スマイル・クラブは「生ゴミの堆肥化

リサイクル運動」を提唱し、県内外の婦人部

や市民団体 ・消費者団体から講師として招か

れるようになった。この運動は広くマスコミ

でも取り上げられ、新聞 ・雑誌・テレビなど

の取材攻勢を受けるようになった。 ところが、

番大事な地元の関心は薄かった。

窪川町は昭和61年に、県下でもいち早く補

助により 2年間で、町内に1,861個の家庭用

生ゴミ処理容器を禅入した実績をもっていた。

り しかし、これら容器の本来の機能を活かしき

［ れず、投入された生ゴミが悪臭を放っている

［ 状況にあった。この状況を改善しようと何度

り も町役場に足を運んだが、当時はほとんど関

t 心を示してもらえなかった。

5.町ぐるみで「花いつばい運動」

地元住民に、生ゴミ処理容器を活用した

「生ゴミ堆肥化リサイクル」に関心を向けて

もらうために、「花いっばい運動」に結びつ

けられて啓蒙が行なわれた。平成 7年 5月、

地域をあげてこの運動に取り組むために、町

役場、商工会、森林組合、 普及センター、

JA四万十に呼びかけて、推進協議会が設置

された。
そして、「生ゴミ堆肥を利用した町

醗ぃ
っぱい運動」（略称： R&F運動＝リサ

イクル ・アンド ・フラワー運動）が展開され

名 ることになった。

活動の成果としては、①商店街に花苗を植

えた多数の容器を年 2回設置し、美化とやす

らぎの場が生まれたこと、 ②尚店街の人々も

設撻された花を大切に育てるようになったこ

とである。そして、 ③それまでどちらかとい

うと疎遠だった罠家と •般町民との間に、花

を通して交流が生まれたことが一番大きな成

果といえる。ヤング・スマイル・クラプと商

工会の女性部はこの運動を通して交流の輪を

広げ、生ゴミ分解促進剤「かえるんど」を使

った生ゴミ堆肥化の実演講習や花の育て）jの

勉強会などを繰り広げている。

この運動がマスコミなどでも紹介されると、

町内のあちらこちらでも花を飾る家がでてき

て、道行く人々の目を楽しませてくれるよう

になった。

平成11年にJAフレッシュミズが中心にな

って「台地は憩いの花祭り」と題した花フェ

スタが盛大に開催された。これには、高校生

も参加し、 300人近い参加者があった。 この

花フェスタは年を追って賑わいを増し、商店

街をはじめ地域の活性化にも貢献している 。

昨年（平成15年）の11月には、生ごみ堆肥コ

ンテストと生ごみ堆肥を使った花の品評会も

開かれ、年ごとに運動が拡がっている。

6.おわりに

女性達の発想で生ゴミ分解促進剤 「かえる

んど」が開発され、花を通して塁家と 一般町

民との間に交流が生まれた。この交流に端を

発した町づくり活動も 10年になろうとしてい

るが、さらに、発展していくことが期待され

る。

「ヤングスマイルクラプは永遠よ」彼女た

ちは明る＜言う 。
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豚の筋肉成長に大きなQTL効果を持つ

IGF2遺伝子の調節性突然変異
A rcgulatory mutation in IGF:! causes a major 

QTL effect on muscle growth in the pig 
¥'an Laere. A-S.. ¥I.Kguyen. ~1.Hraunschweig. 

C.~czcr. C.Collettc. L.¥lorcau. 
AL. Archibald. C.S.IIalcy. KBuys, ¥'I.Tally. G.Andcrsson, 

.¥I.Georges. L. Andersson 
Nature. 425 (OCT. 23), 832-8:36(2003) 

今lrII紹介する論文は、品（Iり形

ttに関りする遺伝 fが鮒明され

た数少ない成功例の一つである

多くのは的形買や疾病では、多

囚(・性の・,''f娯を持ち、個々の追

伝(•座では表現利の変動を部分

的にしか説明できないため、 l.！・

的形竹の）以椛となる追伝 f—変沢．

のI11]定は難しい。これまでプタ

の性肉ヤI.、脂肋苓積、心臓の大

きさに影押を及ぼすht的形質退

伝 （・座 (Quantitative Trait 

Loci、QTLs) は、プタ第 2番

染色1本t,・/，腕木端部に存介するこ

と、およぴ父親からの対立辿仏

(•だけか発視して効呆を現すこ

と（ゲノム刷り込み現象）から、

IGF2 (インシュリン様増舶lkl

(・ 2: Insulin-like Growth 

Fae-tor 2) 迅伝 f• が有）J 候補と

考えられていた 本論文は、 I: 

,；じ形質に関りするバ任遺伝(-の

•つを IGF2であると特；ピして、

9't(Iり／fク質のJ屈l刈となる追仏 f変

異を検IIIし、さらにその辿いに

起l刈する追伝（発現；凋節機構ま

で検討している点で非常に典味

深い 今後、これらの形竹にお

ける ff種計画を立てる 1．．では、

IGF2遺伝 fの 遺伝臼Wi報と

父｝iからのゲノム刷り込み現象

を考J.俎する必要かあろう

この研究は、第 2番染色1本!・.

にj).t肉性に関するQTLが検出さ

れた．．つの品種I:：j父雑家系とこ

の染色1本領域にQTLの検出され

ない家系を収集・分析したc こ

れらの複数の個体について、染

色体ごとのQTL対立迅伝（をQ

籾またはq'利に分穎し、それぞ

れの利の追伝子の塩払配列の

28,600塩 J，只対を対 Viifム f•I::J で

比枚した。その粘呆、 IGF2辿

仏 fの第 3イントロンのたった

•つのヌクレオチドが洲換され

ていた すなわち、 IGF2退伝

f• の第 3 イントロン中の3072番

IIの塩J上がQ刑対、・［逍伝 f・では

グアニンであるのに対し、 q刑

ではアデニンであった， さらに、

他の家系や品種を含めた鮒析に

おいても、この追伝 f変料は令

< j研しなかった

方、梅山豚刑 (qJt~ ）対ヽ．i.

追伝fは、 1f脂肪lIiを増加させ

る幼果を持ち、 1悧業用品種には

少なく、突然変沢で生じた

刑と考えられる 。 この変異．

非コード領域に{I在して、骨

筋においては低メチル化さik

おり、進化 I ·. よく保 {f• され t

CpGアイランド （メチル化ざi,

ない配列の安定化に関り） ［柑：

｛紐．している。 この変異があi

とini・itroでは、 核 1村（• （おそ・・

く打II 制［月 f• 〉 との相 1［作／i1 がt

こらなくなる それゆえ、柑

後の筋肉組織ては!CF:!のi

センジャーRN＼の発現品に1;

倍もの差があり (Q利が悩発現

生成されたIGF2タンパクに：

り、筋肉の'1流が 3~4％祖

促進している。 このような桔

は、，凋節ヤt変代が如訊(/)"

の調節に 1け要な役割を果たす：

いう従米の見解を支持し、こ1

までのプタのff釉改良におパ

筋肉址を増やし脂il)jiiを汰ら

てきたこととも放し、 IGF.
"! 

追伝 f• 中の 1 塩）iirt換と QTL

果との間に 1月呆1関係のあるこ.

を証明するものである

（家畜改良センター雌

小林
序<
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に バピローマ（乳頭腫）
石崎宏（いしざき ひろし）

畜産草地研究所放牧管理部

この病気は、 DNAウイルスであるパポー

バウイルス科のパピローマウイルスが、皮府

や粘膜に感染して、慢性増殖性の腫瘍、いわ

ゆるイボを形成します。粘膜部に見られる尖

圭コンジローマに代表される一群の腫瘍もこ

のウイルスが原因です。

パビローマウイルスは上皮組織のみで増殖

するという他のウイルスにはない独特な性質

を持っています。パピローマウイルス以外に

も、皮問や粘膜に病変を起こすウイルスは多

数あり、これらのほとんどのウイルスは血液

やリンパに入り、他の臓器や組織に病変が拡

大します。パピローマウイルスはこのような

経路はたどらず、主に創傷部の上皮層の基底

細胞に感染したウイルスが、上皮細胞の分化

にあわせてゲノムを複製してウイルス粒子を

産生して増殖します。さらに、特記すべき点

は、パピローマウイルスはヒト、ウサギ、ハ

ムスター、反蒻獣、ウマ、イヌ、ネコ、サル

などの哺乳類、鳥類を含むすべての脊椎動物、

および無脊椎動物の一部にも存在し、 しかも、

裔い種特異性と組織特異性を持つことです。

さて、ウシ乳頭腫の病巣は全身の皮府やi肖
化器、泌尿•生殖器などの粘膜に形成され、

年齢、性別、品種に関係なく発生します。ウ

シパピロ ーマウイルス (BPV) は 1~ 6型

の6タイプが存在します。 さらに、その抗原

性、病原性および遺伝子サイズなどから 2つ

のサブグル
ープに分類されます。一般的に 1、

2および 5型BPVは皮府に線維性乳頭腫を、

3型と 6型BPVは皮府に重層上皮性の乳頭

腫、 4型BPVは消化器、膀脱に馬平上皮性

の乳頭腫を形成します。病巣部は原発部位か

ら徐々に広がり、特に、乳頭や乳房の病巣は

搾乳時の障害となり、また他牛への感染源に

なるので問題となります。 1、 2および 6型

BPVの乳頭腫は、感染後半年から 1年で免

疫抗体ができて消失する傾向がありますが、

3~5型BPVでは自然退化する確率が少な

いといわれています。感染ぱ罹患したウシや

BPVに汚染した器具・機材などから皮府の

創傷に感染し、 4~6週間の潜伏期を経て発

症します。 また、 1および 2型BPVは例外

的にウマに類肉腫（サルコイド）を起こします。

治療は、重症例では外科的切除や凍結スプ

レーにより切除します。 自家ワクチンによる

予防措置もありますが、ワクチン製造に多盤

の材料が必要で、その効果にも問題があり、

現実的ではありません。海外では 2型や 4型

BPVに対するサブユニットワクチンや中空

のウイルス粒子を応用したワクチンが試験さ

れていますが、実用化には至っていません。

現状では、本症に対する有効な予防法は、罹

患牛を導入しない、発症牛を隔離する、管理

器具・機材および集団検査施設の消毒などの

基本的な衛生管理しかありません。

参考文献

1. 清水ら編：獣医伝染病学第 5版，近代出版（東京）

(1999) 

2. 清水編：パピローマウイルスによる腫瘍，文光堂

（東京） （2000) 

3. Campo. M. S. : Clin. Dermatol.. 15, 275-83 (1997) 
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国

マラウイの畜産

マラウイは南部アフリカの内

釦xiで、マラウイ湖の西岸から

1iir1に位骰している 国 1：は細

長く、高原地と台地に大別され

る

四業は経済の店盤であり、

GDPの約40%、輸出の90％を占

めている 労働人llの85％が股

業とその関述市業に従ボしてい

る 農家戸数の75％は耕地面積

1 ha以ドの小規校此家で、自給

作物としてのトウモロコシや尚

品作物のキャッサバ、大豆など

を生産している 牒業生廂領に

占める畜産の割合は10％以ドで

ある。

近年、畜））・（物‘,1,；要は、急辿に増

}）IIしているが、牛を飼行してい

る品家は 12~14％程度であり、

'I舟ul必頭数は伸び悩んでいる

その理由は、盗みや無法な屠殺、

H先の現金にとらわれた繁殖用

牛の店畜などである

食料安保計画の推進により、

山羊や家禽の頭羽数は増加して

いる 山羊の シェアは窃原地帯

より台地の方が多い。 店家の

50％以 tが山羊や羊を飼育し、

それらは上地条件や季節によっ

て、群飼いや繋ぎ飼いをしてい

る しかし、ほとんどの飼養製

家は繁殖管理を行なっていない

このlklの家禽には、氾、アヒ

ル、ホロホロ島、ハト、七面鳥

などが含まれる ii村地力では、

80~85％の家庭が氾を飼ってい

る 飼投されている珀の90％は

在米氾で、残り 10％が外来改良

表家畜飼養頭数

年 牛 山羊 羊 豚

1980 819 691 93 583 

1985 802 799 85 508 

1990 836 853 92 513 

1998 619 1,598 103 496 

2002 768 1,670 115 570 

38 

神（採卵氾とプロイラー：て

る 企業的投珀では、：h肛

転が良いプロイラー産繋が．t

に成長している

畜廂物の消伐批は、近印

に比べかなり低く、子供月

56％が栄従失調状態にある：`

た、畜産物の生廂が消費1こt

つかず、イ湛足分は輸入に依存

ている。

マラウイには、かなり多(

JICA専門家や廿年海外協力＂

が派追され、家畜繁殖や烈屈

術分野で活躍し、畜産の向虹

努）Jしている

（千頭羽）

家禽

10,781 

9.847 

10,486 

11,784 

12,639 

（家畜改良センタ ー海外tit

占買糾



闊滋厨MI

平成15年牛乳生産費調査
結果の概要

I.'j'.成15年の搾乳牛通年換灼 1 7,286円で、前年に比べ1.2% 3.搾乳牛 1頭‘liたり粗収益は72
I 

グ‘‘、} 
頭当たり（以下：搾乳牛 l頭 減少した 、 Jj 4.512円で、乳址の増加な

当たり）の；代本利 f・地代全 2. 搾乳'「•l l!fi当たり全”人生苑 どにより F産物価額が増加し

額り入生廂骰（以ド：全符人 貨が増加したのは、労竹単価 たことから、前年に比べ

生発代）は、 64Ji3.767円で、 の低下から労働代が減少した 3.0％増加し、搾乳牛 1頭 ‘li

前年に比べ1.1％増加し、牛 一方、飼料価格の七昇から、 たり所得は22h7.394円で、

乳100kg当たり（乳脂肋分 飼料代が増加したこと、乳'1: 1.6％減少した。

追r，;
3.5％換ti.)全位人生産費は 償却1わが増加したことによる。

rし
ト
配

L

獣医師および
医薬品費 農機具費
2.9% 3.5% 

主要項目の構成割合（搾乳牛 1頭当たり）

ユの生産費および収益性

区分
-r--~ 

生
，物百頁
労働費

崖貴用合計

生産賣（副産物価額差引）
賣支払利子

資本利子・
・地代算入生産費

→ g祖収益
i匹堕芭ム生産費

怜所 得--責9バ農林水極省「
平成15年牛乳生薩賣（全国、遠輯）」

搾乳牛通年換算 1頭当たり

実数 対前年増減率

473,484 52 

186,503 Ao.34 

659,987 26 

600,406 1.1 

612,334 1.2 

643,767 11 

724,512 30 

227,934 .&1 6 

（単位：円、％）

生乳100勺当たり

実数 対前年増減率

5,358 2.8 

2,111 ... 5.6 

7.469 0.3 

6,795 ... 1.2 

6,930 ... 1.2 

7,286 ... 1.2 
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一会員だより • 
神奈川県畜産技術協会

ついに完成 ！系統豚 「ユメカナエル」

神奈川県畜廂研究所では、平成 7年1文から

8年間をかけて、繁殖性と強健性の改良を 11

的として、ランドレース種の系統造成を行な

ってきました＾その結呆、 1itf数が多く、丈

火で、足腺の強いランドレース種の系統11約が

完成しましたc →般からの投煤により「ユメ

カナエル」と命名され、昨年 7月、晶ll本種

豚登録協会から系統豚として品定されました＾

「ユメカナエル」は、平成 3年1文にlriJf.i）屯研

究所が造成した系統豚 カナガワヨーク」の

父配相手にすることを前提に造成されました。

カナガワヨーク」は発行性と廂肉性に優れ、

「ユメカナエル」は繁殖性と強健性に1袋れた

能力をイiしています，，この 2系統の豚を交配

して生まれてくる雌豚は両親の翡い能力を受

け継ぎ、肉豚を生産するのに非常に適した豚

となります。この雌豚に県内生廂者が創投し

ている肉質の後れたデュロック釉（雄豚）を

父配した匂じ父雑種の肉豚はこれまで以 I→．に

生I)行性が翡く、おいしい豚肉のII:．I府が期待さ

れます。この期待の実現のために、生I}伶者が

一 」霞誡鵬『

これらの系統豚を効弁｛的に利Jl]できるよう，．

1)f灌研究所がIII.llhi的交配による系統豚IJ)̀

定供給、 、2JI.神奈川県促豚協会が系統豚『，•

成と4液者への配布、 3県内I|:.Pい者がこが

統豚をJ'騒礎豚にして銘柄肉豚を生廂、とい；

牛．I栢休制が確 I［されました。

昨年12月から県内生廂者へ「ユメカナエI(

の定期的な削布が行なわれているので、こ

系統豚を利川した豚肉が米年の年木には伐

にのぼることでしょう

今後、畜1疱研究所では系統豚を長期にわだ

り安定的に供給するため、受粘卵移植なと

新技術を活川した系統豚の維持方法を検附

る叶llhiです，県としては、系統豚を泊lijしく

梢'tt者の求める良質な豚肉のII:．I)伶を実現＇、

伽栢者の経‘じtをサポートするとともに、貸

安令•安心への関心の高まりに対応して、§

料や動物｝lll’応梨品の使用履歴などの4淮恨

を提供する、 トレーサビリティシステムの

人についても推進していきたいと考えてお

ます，

（神奈川県畜産課 1ilt1 g 

ユメカナエルの雌豚
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Iヽ1協会は昭和50年に設立され、平成17年に

は30周年を迎えることになります

上な業務は、 1畜沌振判 1今必要な施設機械

叫？付け1i業、 2地方競馬のI廿に供する施設

機械の代付け巾業、 3乗馬関係施設機械の代

付けその他の乗馬普及に関する1i業、 1畜産

振典に関する調介・研究または新技術の開発

に関する 'li業となっています

これらのうち、 1の畜廂関係施設機械の代

付け'li業は最も大きな割合を占めており、地

}i競馬全国協会からの助成金をl屈社に、 11J：年

60低円程度の1？付けを行なっています 代付

け機械の種類は、創料生産IIJのトラクター、

ハーベスター、プラウや生乳生産貯蔵川のハ

ーラー、搾乳ロボット、バルククーラーから

畜産物流通関係の冷凍機、洗卵選別機にいた

るまで広い範囲をカバーしています J 代付け

対象者は畜産虞家が t休で、関係団体を通じ

てi1付けを行なっています，個人利用はもと

より機械の史新＇,届要にも対応しており、国等

の補助’li業を補完する事業として、今後も）公

く利用されることを期待しています

砂地方競馬関係施設機械の代付けは、平

成3年度から始まった事業ですが、財全国競

馬・畜産振腺会および地｝j競馬全国協会から

嗚成金を原脊に、地）j競馬t1梢者等に対し

て、トータリゼータシステム、映像装骰、 ト

ラック等競馬の開催に必要な機械を代付けて

います。1i業代は年によって異なりますが、

最近は20~30叫 l程度となっています。

3の乗馬関係施設機械の代付けは、中央競

騒ヵ‘らの助成金を原査に朴全国乗馬倶楽部

振興協会を辿じて、全国の乗馬クラプに馬運

車、ウォーキングマシン、乗鞍等をit付けて

います：また、乗馬関係では、地方公共団体

等に対し、中央競馬会から脊金の提供をうけ

て国体等に使川される施設に対する助成も行

なっています

4，の調介研究関係は、昭和51年から続いて

いる 'li業で、企業に委北して畜産経党や畜産

物流通の合理化に脊する機械の実用化に係る

調査研究等を実施しており、食記の脱骨装骰

（トリダス）や家畜用超音波診断装i怜等が実

JIj化されています 現在は、財全国競馬 ・畜

産振興会からの助成を受けて豚肉脱骨システ

ム等 4諜題について研究開発を行なっていま

す

以卜のように、‘片協会の業務は畜廂から競

馬、乗馬にいたるまで多岐にわたっています，

蚊近、畜産をめぐる梢勢はBSEや環境問題

を始めとして厳しいものがあり、また、 ‘l1協

会と関係の深い競馬も以前のような元気があ

りませんが、関係施設機械の貸付け等を通じ

て畜廂農家および関係業界のお役にたてれば

と考えております

J1協会は、銀座線の溜池111上駅または南北

線の六本木． j・目駅から徒歩数分のところに

ありますので、近くにお出の際は始非お 1［ち

寄りドさい ， （理市藤井博）
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‘ 投書をお待ちします

初めてヘレフォード種の半丸枝肉を見た

とき、それまでに見た牛の枝肉との形状の

違いに驚いた記憶がある それまでに私が

見た枝肉は黒毛和種とホルスタイン種のも

ののみで、半丸にしてぶらドげたときは、

サイズの過いはあるものの、形は両品種で

ほとんど迩わない。ところがヘレフォード

の枝肉ときたら、寸づまり、骨太、背骨に

ついている棘突起は長く輻が広い、皮下脂

肪が原い、腎周囲脂肋が小さい。枝肉の形

状の違いにびっくりしていたころ、外国の

ある科学雑誌に、こういう趣旨の論文が載

った。日く、寒い地方で進化した牛は、餌

の少なくなる寒い冬に備えるために保温を

かねて皮下脂肪としてエネルギーを苓える

ようになり、逆に暑い地）jでは暑い乾期に

餌が少なくなるため、体の内部に脂肪を蓄

枝するように進化した、と 。 しかし、これ

には畜産の人から反論があった。皮ド脂肪

の厚くなる代表的な品種、ヘレフォード、

アンガス、ショートホーンはいずれも典型

的なビーフタイプの牛という共通点がある。

長い問、肉牛の改良には休型審査が承視さ

れてきて、横から見て長方形で、体表がな

めらかで、体幅のあるものが優れた肉牛と

されてきた。そのような方向への選抜の一

つの結果が、脂肪を体表に優先的に沈沿す

る牛の出現である 以 Kの趣旨であった。

脂肪についてはこれで説明がつく。骨につ

いてはどうだろう 。

私はある国で、そこの在来牛やインド由

来のゼプ牛の研究をしたことがある 肉牛

の枝肉の筋肉対骨の値を調べることがはや

っていたころであった。そこで、在来牛や

42 

インド牛の何品種かについてこの比を調べ

てみると、それらの中ではもっとも小型で

ある在米牛でこの値が大きいという結果が

得られた 。雌の成熟時体屯が200kg~

250kg程度の牛である。肉牛としての選抜

の歴史はない。 日本では、ホルスタインよ

り黒毛の方がこの値が大きいという報告か

あった これらをあわせ考えると、枝肉(J)

筋肉対骨の比の人小は牛のサイズの違いに

起因する部分が大きいのではないか。体重

を支えるに必要な骨は、体示：に比例した骨

の地（容積）ではなく、体重に比例した骨

の断面積であろう つまり、 1本直Wと骨(J)

断面積kR2の間にW:kR2=1が保たれている

場合、 Wが大きくなるにつれて、 W:k'R咄

小さくなる。牛のサイズが大きくなればな

るほど、枝肉中の骨の割合は大きくなると

いう理屈である ヘレフォードは幅のある

牛なので、体高や休長の割にはイぷ璽がある

件の面積も大になり、枝肉中の骨の割合も

黒毛和種より大になるに違いない

さて、これに対しては、いい加減なこと

を言うなという反論がありそうだ。かつ/

は研究者の端くれであった私も、今では貞

べもせずにいい加減なことをばうようにな

ったと rl覚している。反論を投占下さると

本誌「読者のひろば」というページに掲賊

できる。最近このページヘの投 iりがない(J)

は寂しい限りなのである。もう一つ。冒頭

にあげた論文には未だに未練があって、ゼ

プ牛をうんと肥育したら、脂肪はどこにた

まるのだろうと考えている。瘤にたまると

いう人もいるのだが。誰か教えて下さい

（老兵）

畜産技術 2邸年3月9
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! 
0「アニマルセラピーに関する研究の動向と

実際」の研修会開催

蔽近畜産分野でも話題となっているアニマ

ルセラピーについての理解を深めるために、

東京都畜産技術連盟t催で 「アニマルセラピ

ーに関する研究の動向と実際」というテーマ

での研修会が12月15日に束扇都文京区の家屯

会館で開催された。

東京大学大学院罠学生命科学研究科の林良

博教授から「アニマルセラピーに関する研究

◇ 

冗
-― l 0「大阪地玉子ふれあい塾」を開催

平成15年11月20日に大阪府罠林会館で、

叶大阪府畜産会主催の「大阪地玉子ふれあい

塾」が開催され、消費者、蓑鶏生産者、関係

機関から40名が参加しました 大阪府焙卵品

評会に出品された大阪産の地屯子が展示され、

また大阪の養鶏の現状、鶏卵の品質の見方に

ついての検討会が開かれました。そして、鶏

卵の鮮度指標として、ハウユニット、卵黄係

数、代味期限、卵殻などが分かりやすく説明

の動向」、社会福祉法人「のゆりの会」理事

長で、きさらづ小児発達センターのぞみ牧場

学園施設長の消田沼施設長から「のぞみ学園

でのアニマルセラピーの実践」について、そ

れぞれ講演をしていただいた。70名以上の参

加者があり、アニマルセラピーヘの関心の高

さが示された。質疑応答では、アニマルセラ

ピーのこれからの課題や実践での問題などに

ついて活発な意見が交わされた。

（畜産技術協会木村和生）

◇ ◇ 

されました。品質検査の実演は好評で、大阪

地予チの鮮度や品質の良好なことが注目され

ました。生産者との交流会では、地玉子の入

手先、安全・安心・鮮度へのコスト、スーパ

ーなどでの特売、卵黄の色などについて質問

があり、生産者および食とみどりの総合技術

センターと家畜保健衛生所の職貝が対応して

いました。

（大阪府畜産会石崎隆則）
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一協会だより

第38回優秀畜産技術者表彰の受賞者決定 (li. |イfllfi、敬杓

伊藤 裕和 （愛知県牒菜総合，鵡験場 畜廂研究部 泳・きんクループ i:．1T:研究且）

tとして、愛知県特ptのウズラにおけるPCR法によるサルモネラ迅速診断法、神卵雌

法の開発などの顕杵な業紙をあげるとともに免疫増強機能を.frする飼料を話Jtjした地Hl1,
記の無投薬飼必法の開発に人きく直献した

判 II ：男 （茨城県畜産センター tl紺研究且兼酪股研究牙{.長）

七として、翡泌乳牛の分娩後の繁殖機能lIIl復に関り・する微址要索の研究に従'l卜し、ぶ
ロテン、ピタミンEおよびセレンの要求地を明らかにし、 II本飼必椋準に採川されるな：’

泌乳牛の繁航竹を改善する飼投技術の開発・杵及に大きく貞献した

占賀 ！！（偉 （長野県畜産，式験場酪J此部研究且）

｝：として、 1岱泌乳牛の創投技術開発研究に従・'l日し、 ft品製造粕の給サ設叶指椋、デンプ‘It

含む飼料の測定法、飼料給’j品t,i|・ソフト開発などに顕 )'j：な菜紐をあげるとともに翡泌乳をi
持しながら窄索排泄けを低減できることを明らかにし、環境保全型飼投技術IJfl発にii載し!:

桜JI. fII巳 （山梨県腹政部 腹菜技術，渫 諜長補佐）

tとして、邸泌乳牛の飼投行理技術開発に従・Iliし、泌乳ri1i期の給与蛋l'！水洲．、バイパ入i
白の効果、飼料の物坪性の泣適水準策定に顕i:な業績をあげ、 II本飼投椋料に採用されら：

ど尚泌乳牛の飼必技術改苦に大きく貞献した

＊杉本 具[h災 （独立行政法人家畜改良センター技術部技術筍 3;，見瀾介役）

乳牛の追伝病である横隔股筋症のDKAマーカー鮒析により保I刈牛のDNA欠fli領域を取

し、迫fJ.;f診断法の開発に大きく真献し、また、乳｝ガ炎感受性に関 'jする追伝 f•の染飩
域を明らかにし、乳IA炎抵抗性有種への買屯な佑報提供という顕れ：な業糾をあげた

住尾 善彦 （熊本県股業研究センター 畜廂研究所 '1,.p(:)鼠礎技術研究窄 研究参'li)

褐t和種の成長に伴う 11格、筋肉、休脂肪の1本構成や枝肉構成の変化の解析に）¥づく酎

和種の椋準発ffIllI線を作成し、肥育技術のJ出礎の確幻こ顕杓な業紙をあけるとともに料

性を活かした粗創料利hl籾肥脊技術の確I.i..にKき<ii献した

馬場武ぷ （福岡県腹染総合試験場畜産閑培部飼料チーム しli「'］研究且）

暖地に適した低水分サイレージの謁製技術、ラッフサイレージの適正フィルム素材、代t

技術など暖地のサイレージ品質安定化に顕若な菜粕をあげるとともに暖地サイレージ（n］きt
I.;［の収神・品種選定と杖培技術確立に人きく貞献した

＊藤野 、や宏 （埼 I洟．．県股林総合センター 畜廂研究所 飼投竹理担‘li t1t研究且）

豚の受村」ll1i移Hi技術に'i1-くから取り組み、受粘胚の凍結保設剤や冷却速度の改良による{

胎率向 l•今、外科的採卵・移柚技術、耐凍性の個体差推定法の開発など、豚の受粘胚移植枝
の受胎利iIJl:、安定化に大きく ii献した。

森本 正條 （北海迫ヽグ什濯よ験場 技術杵及部 t1モ専門技術Li)
北海近における、ll汀牙11種の行成・肥行技術の先進’ji例の解析結果をもとに研究部「りとせ

した現地ょ験を尖施し、北海逍で初めての肥ffマニュアル策定の中心的役割を果たすとと

に（→牛市場や枝肉成粕、行種価の情報システム構築に大きく ii献した

渡辺 T• イド （滋賀県J:｝業総合センター 畜産振邦センター バイテク・環焼担‘Ii t1t i：介）
家畜ふんの堆肥化過程で大きな諜題である悪臭の抑制技術として、通気件に1憂れた全酎

シュパッグの堆肥化技術の開発、堆肥化過程での人腸L~の消長解析に基づく安全な堆肥化枝t
悪臭の発牛しない畜令内家畜竹理技術など、尖用的な環楼対策技術の開発に人きく ii献しt

（注） ＊印は特別'it受宜者

第38回優秀畜産技術者表彰式

第38[l11擾秀畜産技術者表彰式は、平成16年6月171J(＊）に全I•I家屯会館 5 階講堂において開催するf定です
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平成16年麿予算概算決定の

重点事項（生産局：畜産関係）
嬰林水廂省 生産｝uj 畜廂部

昨年未閣議決定された平成16年度政府予打 点から、肉用＇「作殺の＂みなもと＂となる和

業は、前年｝虻同様の歳出改革路線を略持し、 牛繁殖経常地域の活性化と育成を図るため、

＊ 歳出について尖質的に前年度の水準以 Fに抑 「人」、「牛、「'',t」の確保対策を総合的に推進

制する•方、 f灼内容についてはメリハリを (l) 「人」 ：担い手の確保対策

つけることで重，点的 ・効）祁的な予符配分が行 超早期離乳等新たな生産）j式の普及、 f牛

乃● ゎれている
をt
,. ヽ
,. その直点化・効率化にあたっては、引き続

き「人間）Jの向 l:•発揮ー教行 ・ 文化、科学

い

―

i
・

ー．
~
' 

肩ヽ
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屈
ci』
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4
に

iす

ら； 技術、 IT」、「個性と T大に満ちた魅）Jある

郁旧と地方」、「公平で安心な翡齢化社会 ・少

子化対策」、「循環型社会の構築 ・地球環楼Ill]

堀への対応 の4分野が直点‘ji項とされたs

毘林水産予りについては、米改平の沿実な

雅進、担い手の脊成支援等の股業構造改革を

促進するとともに、食の安全 • 安心の確保、

闘と屈山漁村の共生・対流の促進等を展開

するとの観点から、前点施策に思い切った f

閻し分を行うなど、新たな政策展開が図られ

るよう福成されている

以下に、生産局（畜産部関係）の重点事項

を紹介する 〔（ ）内は平成15年）文〕

1.畜産振興のための総合的な施策の実施

効率的な畜産経営、自給飼料の増産、家俗

の改良増殖、畜廂新技術の実用化、家畜個休

鵡jシステムの高度利用、生乳及び食肉等流

通の合理化等のための技術実証、施設・機械

の整備等を実施n

（生産振奥総合対策事業のうち畜産振典総

合対策算業 8,968 (4,961)白万円）

2.和牛のみなもと再生・強化対策の推進

安全 ・安心な牛肉の安定的な供給を図る観

月f

のほ脊・脊成の外部化、経営継承 • 新規就農

促進のための研修施設の整備、水田地域及び

酪罠地域での肉用牛繁殖経営の育成のための

飼投管理施設の整備等を推進

(2) 'I:」 ：優良種畜の確保対策

広域後代検定（県域を越えて行う能力評価）

等により1袋良な種雄牛を作出するとともに、優

良な繁殖雌牛群の整備と股家への導入を推進

(3) 「り［」 ：飼料甚盤の確保対策

水Ill飼料作物・稲わらの広域流通、労働）J

軽減や耕作放梨地の畜産的利用を図るための

11本型放牧（各地域の自然条件に適｝心した放

牧）の推進、オ11.い手への l：地利用集桔を伴う

信地整備改良等を椎進

（生産振判総合対策巾業のうち和牛のみな

もと再生 ・強化対策関連

2,039 (1,805)百Jj円の内数）

（畜産すl！い手脊成総合格備'li業

8,747(0)百Jj円の内数）

3.畜産環境対策の促進

平成16年10)j木を期限とする家畜排せつ物

法に店づく符理基準のう酋 f期限内に、家畜排

せつ物の行理の適正化が図られるよう、家畜

排せつ物処理施設の整備を推進，

（家畜排せつ物処理のための施設柩備等の

整備 23,670(11.163)百万円）
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(1)地域ごとの条件に対応して、家畜排せつ

物等布機性脊源の利活用に必要なたい肥化施

設、たい肥散布機械等の共同利用施設・機械

の整備を実施。

（バイオマス利活用フロンティア整備事業

8,883百万円の内数）

(2) たい肥迎元用雄地等と一体的に家畜排せ

つ物処理施設の整備を実施

噴源リサイクル畜産環境整備事業（公共）

7,887百ガ円）

(3) 無利了4t付を通じた都道府県公社等によ

る家畜排せつ物処理施設等をリース。

（経営構造改革緊急加速リース支援事業

6,900百万円）

（関連事業）

（ ・中山間地域等における農業集落の環境

を保全管理するための施設整備、農業関

係排出物等の処理施設の整備等

223,228百Jj円の内数

うち生産局計上分

飼料甚盤（草地、飼料畑）の幣備と併

せて、家畜排せつ物処理施設の整備を

実施

（飼料基盤活用促進事業（非公共）

1.200(0)百万円の内数）

（位地畜産基盤整備事業（公共）

10,893 (12,568)百万円の内数）

（参考）l / :；；：力；、物ご二：のの冒；l：1::
リース事業についても検討。

(15年度予鉢額210位円）

4.飼料増産対策の実施

輸入飼料への依存から脱却し、安全で安心
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な畜産物を生産するn給飼料に立脚した生t

構造に転換

(1)流通・供給体制の整備

作業受託組織（コントラクター）等を杞

した剣料作物の生産からTMRの調製 ，供9

（混合飼料宅配）までを行う地域センター。

整備、水山地域から畜産地域への粗創科の［

通体制の確立等を実施＾

(2) 飼料牛産店盤の整備

担い手への上地利用集積の加速化と遊休9

地等の畜産的利用の促進等に対応した切地＄

の整備改良を実施

（白給飼料増産総合対策事業

1.162(1.163) 白力i~

（耕種作物活用型飼料増産対策事業

206(254)百万円

（飼料甚盤活用促進事業 1,200(0)百万Fi

（草地畜産基盤整備事業（公共）

10,893 (12,568)百ガ刊

5.鶏卵生産の構造改革の推進

従来の「行政指祁の羽数枠管理による計再

生産」から「生産者の主体的判断に甚づ〈生

産jへの円滑な移行に向け、卵価安定基金I¥

の助成を行うとともに、中小規模経営の共屑

化や砧品質化の取組を促進

（鶏卵価格安定対策事業 1,341(0)百万月

（弟卵安全・品質向上推進事業

42(0)百朋

（食肉等流通体制整備事業（ハード賂卵分

189(0)百万刊

畜産技術 2004年3月t
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平成16年麿予算概算決定の重点

事頂（消費•安全局：家畜衛生関係）

昨年 7月に、消費・安全局が立ち上げられ

るなど、農林水産省の組織も改組され、新た

な休制で食の安全と安心の確保に取り組むこ

ととなった 衛生関係の組織も、従米の衛生

謀に飼料、魚類の衛牛、安令性確保の機能を

加えて名称を衛生竹理課とし、畜産水産関係

晴生問題を取り扱うこととなった また、

食品安令基本法、 BSE特措法、牛肉トレサ法

の制定に加え、家畜伝染病、薬事法、飼料安

全法、食品衛生法等家畜衛生に関わる法律の

改正も相次いで行われた。平成16年度予符は、

このような情勢の中、消fl.安全局衛生管理

課として、はじめての予符編成となった 衛

生管理課所行の予符では、死亡牛のBSE検査

に要する施設整備が終了したことから、全体

では減となったが、死亡牛BSE全頭検査の完

ト 全実施、新たに策定される衛生管理基準や防

疫指針の普及 ・指祁、食品衛生法改正による

ホジテイプリスト制導入に伴う飼料での残留

基準値や動物用医虻品の使用基準の見直しな

どに要する経伐について新規 ・拡充が認めら

れた以下に、家畜衛生関係の直点事項を紹

介する 〔（ ）内は平成15年度〕

l．監視体制強化施設整備事業（地方ハード）

家畜防疫活動の基幹となる都道府県家畜保

健衛生所の機能を全国的に定水準以．卜に保

つことを目的に、迅速診断対応施設、高度診断

対応施設、バイオハザード防止関述施設、緊急

病性鈴定機材の整備、地域の家畜防疫体制、疾

病の監視体制及び危機管理対応の強化を図る。

（家畜衛生対策事業のうち監視体制強化施

牒林水産省 梢代・安全局

設謡備事業 131(85)百万円）

2. BSE検査・ 清浄化推進事業（地方ソフト）

BSE特別措骰法に定められている24か月齢

以上の死亡牛のBSE検資を全国で適切かつ確

実に実施するために、家畜伝染病予防事業

（後述）の助成対象外となっている経跨につ

いて支援を行い、 BSEの没潤状況の正確な把

握、防疫対策の実効性の評価等リスク管理を

科学的に実施する休制を確保する。なお、死

亡牛の検杏体制については、本年 1月現在で

41県で全頭検資できる体制が整備されており、

年度内には全都道府県で全頭検査を実施でき

る体制が整備されることになっている。

（家畜衛生対策事業のうちBSE検1t.清浄

化推進事業 606(577)百万円）

3.家畜伝染病防疫対応強化事業（地方ソフ

ト、民間ソフト）

昨年 7月の家畜伝染病予防法改正により、

家畜飼投者が違守すべき飼投衛生管理基準の

制定や特定家畜伝染病防疫指針の策定・公表

が定められたが、この飼投衛生管理基準に沿

った飼養管理の推進や防疫指針の普及のため、

地方段階での講習会、製家指導、中央段階で

の講習会、パンフレット作成等を実施する

なお、飼投衛生管理基準や防疫指針について

は、食料 ・塁業 ・虚村政策審議会消費 ・安全

分科会の中に家畜衛生部会が設岡され、現在

その検討が行われている

（家畜衛生対策事業のうち家畜伝染病防疫

強化事業 地方ソフ ト201(0)百万円、

民間ソフト 44(0)百万円）
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4.家畜伝染病予防事業

家畜伝染病 f防法に桔づき都道府県が行う

防疫活動に要する経代の一部負担、家畜伝染

病発生時、家畜の殺処分等を行う際の手‘l1金

等の交付を行う。 16年度については、飼投術

牛腎理基準（前述）の泣守状況の監視、死亡

牛のBSE検介の令頭検1£完全実施のための必

要な増額が認められた

（家畜伝染病臼屈t負担金1.354(1.055) (j万円、

息畜処FI！手‘11等交付金 450(291)百万円）

5.流通飼料対策事業（地方ソフト）

飼料の安全性確保のための畜産牒家の指i§、

講習会開催、業者）出出等のデータベース化と

国・都道府県のとの情報の共イiシステムの構

築のよる業者情報の・元符理体制の柩備を行

うとともに、追伝 f組換え体利川飼料の検ft

体制の整備、抗菌性物質のリスク管理区管則

休制を整備するための残留試験、耐性菌の発

現調介等を実施する

（流通飼料対策Ji業'!1( 13(13)百ガ円）

6.人畜共通感染症等の危機管理体制整備

人畜共辿や振邸の感染症などの家畜の伝染

性疾病について、サーベイランスの実施によ

る監視、 f察、新たな診断手法等の実）ij化亦

ガの発生に備えた危機管理体制の整備・強

化を図るとともに、緊急接種）tlの動物用ワク

チンを備蓄する

（人畜共通感染症危機狩理体制整備調在等

委託'JY 76 (o)百ガ円、

人畜共通感染症危機行理体制整備＇μ務 1t

（動物検疫所井上） 31 (0) ~i 万円）

7.牛トレーサビリティ制度の確実な実施

法に基づく牛トレーサビリティ制度で必要

となる耳標装沿、出生等の届出、食肉販売'li

業者等による個体識別番サの表示等の検介、

指祁を行うとともに、牛肉の流通段階におけ

る個体識別番号の適正な伝逹をDNA鑑定に
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より確認する

（牛肉トレーサピリティ業務市務代

87(70)百朋

牛肉トレーサビリティ業務委北翡

787(1.074)百万7

8.動物用医薬品使用基準設定等委託事纂

食品衛生法の音II改正により、原則としく

令ての動物月l医薬品に残留枯準値が設定さL

残留基準値を超える食品の製造、販売等がぶ

止されることから、この残留店準値に対応し

た動物用医楽品の使）ll金の設定、見直し(J)f.

め、残留試験を実施する

（動物用委託品使JIl)店準設定等委託伐

120(36)百胴

9.飼料の有害物質等残留基準設定等類積農

食品衛牛法に駐づき定められる残留甚柑

に対応した飼料中の残留桔準値を設定するt

め、必要な飼投試験を実施する

（飼料のイ[1;：物質等残留基準値設定等委託9

325(0)百崩

平成16年度予算衛生管理課主要事項一覧 湘

!.補助金

家畜衛生対策事菓（ハード）

うち監視体制強化茄設整備

家畜街生対策事業（地方‘ノフト）

うちBSE検査・清浄化推進事集

家畜伝染病防疫対応強化事業

養彊衛生管理体制整備事

家畜衛生対策事業（民間ソフト）

うち家畜伝染病防疫対応強化事業

家畜伝染病予防賣

家畜伝染病予防費負担金

患畜処理手当等交付金

II. 委託費

人畜共通感染症等危横管理体制

整備講査等委託費

承認された水産用医薬品の承認対象

目問の残留検証事業委託費

魚類防疫技術対策事業委託費

動物用医薬品使用基準註定等委託賣

飼料の有官物質等残留基準註定等委託賣

養彊衛生対策センター事集委託費

m.事業皐務費

家畜衛生部会費

牛肉トレーサピリティ業務事務費

動リスク管理実筋状況等講査事務費

-.. 
I¥'．その他
人畜共通感染症等危犠管理体制整備

事務費 t緊急接種用ワクチン傭薯費，

［動物検疫所計上）
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バイオ機器、試薬の専門商社

PCRの成功の鍵を握る、

信頼のサーマルサイクラー

GeneAmp'R' 
PCR System 9700シリーズ

●加熱・冷却新方式により、サイズを小型化しました。

●Peltier一体化型サンプルブロックは、交換可能です。

インストール時には、サンプルブロックを搭載しています。

・GeneAmp PCR System 9700 0.2ml.96サンブル

本タイブのサンプルブロックには、ゴールドコーティングシルパー

シルバーおよびアルミニウムがあります。

・Dual 384-Well GeneAmp PCR System 9700 

0.02ml,2X384サンプル

本タイブのサンブルブロックには、ヒートカパーが電動開閉

するタイプもあります。

・0.5ml GeneAmp PCR System 9700 0.5ml,60サンプル

●バックライト方式のグラフィカルインターフェイスの採用により、

プログラミングや反応のモニタリングが容易です

…cleoSpinR Blo遜l
血液、その他体液からのゲノムDNAの精製

対象サンプル

•全血（ヒトあるいは動物の血液）
•クエン酸やEDTA、ヘバリンで抗凝固処理した全血

•血清、血漿、パフィーコート、血小板、体液（例：羊膜液）
• 1び個までのリンJ¥1:Jc
●培養細胞

特徴

・精製方式：シリカメンブレンを用いた遠心ろ過法

・PCR阻害物質を完全に除去できます。

・そのまま使用できるDNAを20分以内に精製できます。

・サンブル量;:ii200μ1 •一般的な回収量：4~6µg DNA 

・容出量：25~50μ1L.；輝ステップと乾燥ステップを統合しました。

遠心ろ過法と吸引ろ過法の両方の操作が可能です。
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Qu;ckPureの鱒作手順 檀零的 C撮作方；去

濱囀 濱鯖

極めて迅速な

揖作方法！

捻作時問く10分
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フDン丁ィッワ刀i式会社
暉取鯛役 前田雅広

本社

〒333-0861 埼玉県川口市柳崎4-24-1-403

TEL :048-268-5578（代） FAX:048-264-3600 

E-mail: frontix@green.ocn.ne.jp 

東関東営業所

〒277-0827 千葉県柏市松葉町2-28-3

TEL:0471-37-1663 FAX:0471-37-1668 

E-mail: frontix@green.odn.ne.jp 



即

料

一

Il潤叫r,--
Embryonic Cell Fusion System GOKU 

・正確な時間制御：高性能電源部・パルス発生部を新開発

正確なパルス発生制御、安定したパルス波の発生。

・即時に融合条件を把握：融合液のインピーダンスをリアルタイム

に測定。

・高性能波形モニターを用意。

・優れた操作性と、国産機としてのきめ細かいサポート体制安心し

て使用出来ます。

FHI 
富士平工業株式会社
〒113-0033東京都文京区本郷 6丁目11番 6号
電話東京 (03)3812-2271 ファクシミリ (03)3812-3663 

北海道富士平工業株式会社
本社：〒001-0027札幌市北区北27条西9丁目5番22号
電話(011)726-6576（代表）ファクシミリ (011)717-4406 

支店：〒080-0802帯広市東2条南3丁目7十勝館ビル

電話(0155)22-5322（代表）ファクシミリ (0155)22-5339 
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